
令和元年度 岡山学芸館高等学校 

スーパーグローバルハイスクール研究報告書 第 5年次 

 
 
 

目次  
 
１．研究開発について 
・研究開発の目的と目標 
・現状の分析からみられる課題と仮説 

 
２．研究開発完了報告書 
・研究開発名 
・研究開発概要 
・管理機関の取り組み・支援実績 
・実績の説明 
・研究開発の実績 
・実績の説明 
・目標の進捗状況、成果、評価 
・５年間の研究開発を終えて 

 
３．令和元年度 SGH 事業実施報告 
・SGH 運営体制 
・教育課程の編成 
・国内外研修 
・国内外の大学や企業・国際機関との連携 
・授業開発について 
 
＜巻末資料＞ 
グローバル・リーダーに関する意識調査 
SGH NEWS 





1



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１．研究開発について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１．研究開発について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

１．研究開発について 

１－１．研究開発の目的と目標 

グローバル化が加速する今日、政治・経済・環境・社会・文化など様々な場面で起こる

事象は相互に依存、作用し合い、既存の価値やパラダイムでは理解することが困難になり、

それらが持つ変容性や不確定性は「国際化」や「多様性」という範疇では捉えることがで

きなくなってきている。そのため、「産学官によるグローバル人材育成のための戦略」（産

学連携によるグローバル人材育成推進会議，2011 年 4 月）で提言されているように、「（自

身の）アイデンティティーを持ちながら、広い視野に立って培われる教養と専門性、異な

る言語、文化、価値を乗り越えて関係を構築するためのコミュニケーション能力と協調性、

新しい価値を創造する能力、次世代までも視野に入れた社会貢献の意識など」の多様な資

質や能力を備えることが、グローバルな社会で活躍する人材に求められる。 

岡山学芸館高等学校は建学以来、全校を挙げてボランティアや東南アジアの開発途上国

において教育支援を行うなど様々な形で社会貢献に取り組んできた。グローバル・リーダ

ーに求められているのは、新しい価値の創造だけでなく、まずは現状の社会が抱えている

課題の是正が必要であると考える。その課題の一つが、世界に蔓延る貧困や不平等の是正

である。特に、本校がこれまでの教育活動で取り組んできた開発途上国への貢献活動を、

SGH 事業を通じて、更に拡大していくという考えに至った。具体的には、「世界に貢献する」

グローバル・リーダーに必要となる資質・能力を以下の 5 つに集約し、これらの資質・能

力の養成・修得を進めるものである。 

そこで、本研究開発では、グローバルな人材育成のために高大連携による課題型探究学

習（Project-Based Learning）である課題研究「グローバル課題研究Ⅰ～Ⅲ」を中心とし

た新たな学習指導方法・学習環境の開発やそれらの効果・成果を引き出すための課外活動・

体験を創出し、提供することを目的とする。 

 

■グローバル社会に貢献できるリーダー」が必要とする５つの資質・能力 

 グローバル・マインド 

 問題解決能力 

 交渉型コミュニケーション能力 

 協働力 

 実践力 
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■本研究開発における目標 

本研究開発における既存の学習分野や教科の枠を超えた 3 年間の課題研究での学習・研

究やそれに伴う実践活動を通じて、以下の目標の達成を目指す。 

 

＜本研究開発における目標＞ 

 本校が掲げるグローバル・リーダーに必要な 5 つの資質、能力を備えた生徒が増加す

る。 

 グローバルな課題の研究に重点を置く大学へ進学する生徒が増加する。 

 高校卒業後も国内外の社会貢献活動に継続的に参加する意欲のある生徒が増加する。 

 教科の枠を越え、新たな指導方法の実施や教育環境の開発などグローバル人材の育成

のためのカリキュラム開発に取り組む教員が増加する。 

■研究開発の取り組み方法 

グローバル・マインド、問題解決能力、交渉型コミュニケーション能力、協働力、実践

力という「5つの資質・能力」を備えた「グローバル社会に貢献できるグローバル・リーダ

ー」の育成を目的とする研究開発として以下に挙げる取組を行う。 

 

 課題研究「グローバル課題研究Ⅰ～Ⅲ」 

「開発途上国における貧困の悪循環を是正するために高校生が（貢献）できること」

というテーマで課題研究を行う。 

 実践活動（国内・海外フィールドワーク並びに普及活動） 

課題研究の内容を踏まえ、1年次は海外視察として、2年次はカンボジアまたは国内

で貢献活動を行う。3年次はワークショップ型出前授業をはじめ様々な普及活動を行う。 

 グローバル人材育成のためのカリキュラム開発 

課題研究のための学習指導方法・学習環境の開発並びにそれらの効果・成果を引き

出すための課外活動・体験などの実践活動を通し、グローバル人材育成カリキュラム

を完成させる。 

 

１－２．現状の分析からみられる課題と仮説 

岡山学芸館高等学校は、「清明・正直・誠実」を教育理念に掲げると共に、国際人に必要

なマナーと教養、「世界で活躍できる立派な日本人となる」ための素養を身につける学び舎

として、道徳教育や価値観教育といった人間教育に力を注いできた。 

国語教育や日本の歴史・文化等についての教育を通し、日本人としての確固としたアイ
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１－２．現状の分析からみられる課題と仮説 

岡山学芸館高等学校は、「清明・正直・誠実」を教育理念に掲げると共に、国際人に必要

なマナーと教養、「世界で活躍できる立派な日本人となる」ための素養を身につける学び舎

として、道徳教育や価値観教育といった人間教育に力を注いできた。 

国語教育や日本の歴史・文化等についての教育を通し、日本人としての確固としたアイ

デンティティーや倫理観・公徳心を育むと同時に、「グローバル化の進む世界」を意識した

国際理解教育並びに異文化交流にも積極的に取り組んできた。本年度の代表的な取組・活

動の一つに、平成 22年度より国際交流の分野での活動が認められ、ユネスコスクールとし

て認定を受けてきていることに伴い、地元岡山で開催された ESD（持続可能な開発のための

教育）に関する世界会議高校生フォーラムへ生徒 45名を派遣し、他のユネスコスクールの

生徒と協働し、大会の企画・運営に貢献した。 

平成 9 年よりタイやカンボジアなどの開発途上国で、学校に通えない現地の子どもたち

に対する自立のための教育支援を継続的な取り組んでおり、一部対象生徒によるタイ・カ

ンボジアでの研修旅行も毎年実施している。特に、カンボジアでは、毎年 NPO 法人ハート・

オブ・ゴールドが運営するシェムリアップ州のチェイ小学校内にある「睦日本語教室」（H28

年度現在の運営は NPO 法人日本・カンボジア教育支援協会へ移行）より 1 名の留学生を奨

学生として本校に 1年間迎え入れ、日本語習得を目的とした教育支援を行ってきた。また、

校内には、教育活動を通した地球規模で起こる課題について学び、行動することを目指す

ユネスコ部、「地域貢献と国際交流」を目標に抱えるインターアクトクラブ、そして「国際

理解」を目標に抱える S クラブの 3 つのボランティア部があり、所属する生徒はそれぞれ

の部が持つ活動目的に根ざした社会貢献活動に継続的に取り組んできた。 

加えて、私立高等学校としては昭和 41 年に全国で初めて「英語科」（各学年定員 25 名）

を設置し、初年度より北米の高校を中心に 1ヵ年の交換留学制度を導入し、平成 4年より 2

年次に在籍生徒全員に約 1年間のオーストラリア留学を課すカリキュラムを実施してきた。  

その結果、今年度までに約 550 名の生徒が 1 ヵ年留学を経験し、卒業後留学での学習や

経験を生かし、国際関連を学べる国内大学や海外の大学など多様な進路選択をしている。

また、英語科を対象に平成 26 年度 SGH アソシエイト校の指定を受けた。SGH アソシエイト

校としての取り組みを行ってきた。 

こうしたこれまでの教育活動を通して、英語科生徒をはじめ意欲の高い生徒を中心に国

際理解や異文化交流活動、または社会貢献に対する関心や意欲、参加率は年々高まってい

るものの、こうした取組は一部の生徒に限られており、全校的な取組として捉えること難

しい。また、上に述べた本校が掲げる「グローバル社会に貢献できるリーダー」像という

観点からも、本校が抱える現状から次の課題が導かれる。 
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■現状から導かれる課題 

 

＜現状から導かれる課題＞ 

 グローバル・マインドの欠如 

国際的な事象に関する知識が表層的であるため、グローバルな諸問題に対する理解

度が十分でない。 

 

 問題解決能力の欠如 

問題探知のための批評力や問題解決に必要となる論理力が十分でなく、問題に対し

て自ら解決策を効果的に提示する事が出来ない。 

 

 交渉型コミュニケーション能力の欠如 

英語を介した発信型コミュニケーション能力が十分でなく、英語などの多言語を擁

する場面で効果的に交渉を効果的に行うことが困難である。 

 

 協働力の欠如 

他者と目的を共有し、協力し目標を達成した経験が十分でなく、積極的に協働して

課題に取り組むことができない。 

 

 実践力の欠如 

失敗を恐れ、目標達成のための計画を実行に移した経験が十分でなく、自発的・主

体的な行動を積極的に起こすことができない。 

■現状から導かれる仮説 

上記の現状から導かれる課題に対して、本開発研究では、以下のような仮説と期待され

る効果を設定する。H28年度の取り組みをまとめたうえで、下記の仮説の検証を行う。 

 

・仮説と期待される成果 

①課題研究を通して、グローバルな諸問題の背景理解と分析をすることで、世界が抱える

諸問題への関心を持ち、「グローバル・マインド」を醸成する事が出来る。 

 

②グローバルな諸問題に直面し、具体的な問題解決を自ら考え、計画し、実行に移してい

くことで、「問題解決能力」を高める事が出来る。 
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③日本語や英語また ICT ツールなどを利用した「交渉型コミュニケーション能力」が身に

付く。 

 

④生徒自身が主体的に、実践を見据えた計画をすることで、「実践力」の基礎部分を得るこ

とが出来る。 

 

⑤単なる講義形式ではなく、グループを作り協働解決型授業を為すことにより、他者と「協

働力」を高める事が出来る。 

 

⑥教員が新たな学習指導方法、カリキュラムを開発できる機会を得る。 
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２．研究完了報告書
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２．研究完了報告書

（別紙様式３） 
 

令和 2 年 3 月 31 日 

研究開発完了報告書

文部科学省初等中等教育局長 殿

住所 岡山県岡山市東区西大寺上 1-19-19
管理機関名 学校法人 森教育学園
代表者名  森 靖喜       印

令和元年度スーパーグローバルハイスクールに係る研究開発完了報告書を，下記により提
出します。

記 

 

１ 事業の実施期間

   平成 31 年 4 月 1 日（契約締結日）～令和 2 年 3 月 31 日

２ 指定校名

   学校名  岡山学芸館高等学校

   学校長名 森 健太郎

３ 研究開発名

「グローバル社会に貢献できるリーダー育成のための開発研究」

４ 研究開発概要

本校は独自に設定した 5 つの資質を身に付けることで世界に貢献するグローバルリーダーの育

成を目指す。そのため「途上国の貧困の悪循環の是正に高校生ができること」をテーマとした。

１年次生は、本校作成の PPT を用いた授業を行い、今年も改訂作業を行いながら質の高い教育

プログラム作成に尽力した。また、積極的な高大連携授業を推進し、高大連携授業のみならず、

来年度に接続するために実施しているカンボジア FW にて 2 日間大学生と一緒に活動する取り組

みを行った。

2 年次生は 1 年次の学びを踏まえた本格的な課題研究を実施した。生徒個々の興味関心に従っ

た 14 のテーマ（ゼミ）を設定して、Action Plan の策定と実行を行った。最終的に約 70 の課題件

研究活動が行われた事は研究テーマの個別最適化が推進されたと自負している。また、２年次の

カンボジア FW には卒業生２名が帯同し、海外研修のプログラムも積極的に改訂を進めた。

３年次は今までの学びと活動を校外コンテストへの応募、選考を伴う大会への参加等を通じて

その力をさらに向上させるとともに、普及活動に努めた。
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５ 管理機関の取組・支援実績 

（１）実施日程

業務項目 実施日程

A)事務職員の
雇用

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10 月
11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

(A)経理事務の
管理

(B)ALT の雇用

(C)講師の派遣
依頼の推進

(D)普及活動

（２）実績の説明

(A)事務職員の雇用と経理事務の管理

 今年度も引き続き SGH 事務を専門とする事務職員を雇用した。雇用することで教職員の

業務負担を軽減し、円滑な運営を支援した。特に経費処理、HP・SNS の更新・ブログの整備、

授業実施に向けた事務作業において非常に有効であった。

(B)ALT の雇用

 昨年度同様、ALT の教員を 1 名雇用し、英語の授業内容の改善に努めた。研究報告会では

英語によるプレゼンテーションを行ったが、その際の指導成果が顕著にみられた。

(C) 講師の派遣依頼の推進

昨年に引き続き、管理機関としても外部講師を積極的に招聘し、本事業の推進に努めた。

(D)成果普及のための取り組み内容と成果

   国際理解教育を進める市内の各小中学校において積極的に講師派遣を行い、SGH 活動の普

及、及び国際理解教育の推進に努めた。また、他校の研究報告会にて生徒を相互派遣し、お

互いの SGH 等における研究成果の普及に努めた。更に、地元放送局と協力して取り組んでい

る SDGs の番組内にて SGH の取り組みを生徒が紹介、G20 保健大臣会合における生徒の課題

研究発表（提言発表）など、国内外に積極的な普及活動を行った。今年度は例年よりも多く、

校外での発表機会を頂き、生徒の活動がより社会的になった。これにより生徒の研究に対す

る自己肯定観や課題研究に向う姿勢が例年以上に向上した事は、普及活動を積極的に行った

成果であると考えられる。以下、本年度派遣・取り組み実績一覧。

10



５ 管理機関の取組・支援実績 

（１）実施日程

業務項目 実施日程

A)事務職員の
雇用

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10 月
11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

(A)経理事務の
管理

(B)ALT の雇用

(C)講師の派遣
依頼の推進

(D)普及活動

（２）実績の説明

(A)事務職員の雇用と経理事務の管理

 今年度も引き続き SGH 事務を専門とする事務職員を雇用した。雇用することで教職員の

業務負担を軽減し、円滑な運営を支援した。特に経費処理、HP・SNS の更新・ブログの整備、

授業実施に向けた事務作業において非常に有効であった。

(B)ALT の雇用

 昨年度同様、ALT の教員を 1 名雇用し、英語の授業内容の改善に努めた。研究報告会では

英語によるプレゼンテーションを行ったが、その際の指導成果が顕著にみられた。

(C) 講師の派遣依頼の推進

昨年に引き続き、管理機関としても外部講師を積極的に招聘し、本事業の推進に努めた。

(D)成果普及のための取り組み内容と成果

   国際理解教育を進める市内の各小中学校において積極的に講師派遣を行い、SGH 活動の普

及、及び国際理解教育の推進に努めた。また、他校の研究報告会にて生徒を相互派遣し、お

互いの SGH 等における研究成果の普及に努めた。更に、地元放送局と協力して取り組んでい

る SDGs の番組内にて SGH の取り組みを生徒が紹介、G20 保健大臣会合における生徒の課題

研究発表（提言発表）など、国内外に積極的な普及活動を行った。今年度は例年よりも多く、

校外での発表機会を頂き、生徒の活動がより社会的になった。これにより生徒の研究に対す

る自己肯定観や課題研究に向う姿勢が例年以上に向上した事は、普及活動を積極的に行った

成果であると考えられる。以下、本年度派遣・取り組み実績一覧。

■令和元年度普及活動実績一覧（生徒関係）

・5/11 児島湖流域えこウェブ・・・生徒 4 名、2 件発表

・5/16 世界海事大学（WMU）研究発表・・・生徒 4 名、1 件発表

・5/18 岡山フェアトレードの会主催岡山フェアトレードデー！・・・生徒 9 名、2 件発表

・6/16 岡山の若者は語るパネリスト・・・生徒 1 名、1 件発表

・7/5,10,4,11/19 岡山市立西大寺小学校講師派遣・・・SGH 運営部長および生徒 14 名

・7/13,10/12,11/30 本校オープンスクール SGH 講座開催

・7/31 岡山大学 CLS プログラム学生研究発表交流会・・・生徒 12 名、4 件発表

・9/26KSB 瀬戸内海放送「高校生と見つける私たちの SDGｓ」・・・本校特集放送

・10/18SDGs ネットワーク岡山主催 G20 保健大臣会合前夜祭・・・生徒 4 名、2 件発表

・10/19G20 保健大臣会合にて高校生提言・・・生徒 4 名、1 件発表

・10/25 岡山市立伊島小学校講師派遣・・・SGH 運営部長および生徒 16 名（留学生含む）

・1/28 岡山操山高等学校 SGH 研究発表会・・・生徒 7 名、3 件発表

・2/5 岡山城東高校課題研究成果発表会・・・生徒 8 名、3 件発表

・2/15 岡山学芸館 SGH 研究報告会・・・一般観覧者 70 名参加

・2/23 岡山 SDGs フォーラム（多文化共生分科会）登壇・・・生徒 9 名、1 件発表

・3/5 岡山市立西大寺小学校講師派遣・・・コロナウイルスの影響により延期

  ・3/6 岡山市立旭東中学校講師派遣・・・コロナウイルスの影響により延期

■令和元年度普及活動実績一覧（教職員関係）

  ・NPO 法人日本ファンドレイジング協会社会貢献教育推進委員拝命・・・SGH 運営部長

  ・日本特別活動学会岡山大会実行委員（登壇予定）・・・SGH 運営部長および教諭 1 名

■令和元年度普及活動実績一覧（刊行物等）

  ・SGH ニュースの発行・・・年 6 回発行し、広域に配布

  ・SNS（Facebook）での情報発信・・・年 43 回投稿

  ・HP、ブログの整備
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６ 研究開発の実績

（１）実施日程

業務項目 実施日程

グローバル
課題研究Ⅰ

4
月

5 月 6 月 7 月
8

月
9 月 10 月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

グローバル
課題研究Ⅱ

グローバル
課題研究Ⅲ

１年生海外

フィールドワー

ク

２年生海外

フィールドワー

ク

成果普及活動

校外連携

（２）実績の説明

以下、今年から新たに取り組んだ内容や顕著に改訂、活動を行ったものを中心に報告する。また、

実績の具体的数値等は「７ 目標の進捗状況、成果、評価」にて補完する。

■研究開発の実施規模

令和元年度岡山学芸館高等学校在籍生徒数

科コース編成 １年 ２年 ３年 小計（人） 

普通科 

清秀高等部 32 27 24 83 

医進コース 15 16 17 48 

スーパーV コース 67 75 69 211 

特別進学コース 121 118 128 367 

進学コース 167 191 159 517 

英語科 23 27 22 72 

合計（人） 425 454 419 1298 

SGH 対象数生徒 258 263 260 781 

※SGH 対象生徒数は全校生徒の 60％
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６ 研究開発の実績

（１）実施日程

業務項目 実施日程

グローバル
課題研究Ⅰ

4
月

5 月 6 月 7 月
8

月
9 月 10 月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

グローバル
課題研究Ⅱ

グローバル
課題研究Ⅲ

１年生海外

フィールドワー

ク

２年生海外

フィールドワー

ク

成果普及活動

校外連携

（２）実績の説明

以下、今年から新たに取り組んだ内容や顕著に改訂、活動を行ったものを中心に報告する。また、

実績の具体的数値等は「７ 目標の進捗状況、成果、評価」にて補完する。

■研究開発の実施規模

令和元年度岡山学芸館高等学校在籍生徒数

科コース編成 １年 ２年 ３年 小計（人） 

普通科 

清秀高等部 32 27 24 83 

医進コース 15 16 17 48 

スーパーV コース 67 75 69 211 

特別進学コース 121 118 128 367 

進学コース 167 191 159 517 

英語科 23 27 22 72 

合計（人） 425 454 419 1298 

SGH 対象数生徒 258 263 260 781 

※SGH 対象生徒数は全校生徒の 60％

 全校生徒 1298 名のうち、進学コースを除く 781 名を対象にして SGH 事業を実施した。全校生

徒に占める SGH 対象生徒の割合は 60％である。また、本校は幅広い科コース編成を行っており、

多種多様な生徒が在籍している。そのため、本校における SGH 事業は、様々な背景、意識の生徒

に対してアプローチできるカリキュラム開発研究を行わなくてはならない。多様な生徒を対象に

することは容易ではないが、より多くの生徒が相互交流を通して学びを深められるように毎年シ

ラバスと教材を改訂しながら、より効果的な開発研究を進めている。

■運営体制について

・SGH 運営部の人員について

 今年度は 26 名体制（地歴公民 5 名、英語 8 名、数学 3 名、理科 5 名、国語 1 名、情報 1、保体

2 名、SGH 担当事務 1 名）で運営していた。また、１年生の授業はオリジナル教材の運用が定着

化したことにより、原則担任が授業を受け持つことを昨年度から実施している。新たな教授法（ア

クティブラーニングやグループワーク）について、より多くの教職員が触れ、実践する機会を創

出している。そのため、管理職を除く SGH 対象科コースを担任する教員のうち 76％が SGH の授

業を担当することになっており、指定初年度の 6 名体制から飛躍的に実施体制が拡充した。

■授業開発について

・グローバル課題研究Ⅰ（１年生）

 具体的な改善点は 2 点。1 点目は「高大連携事業の改革」である。単なる講義形式にならないよ

うに、本校の目的意識と大学側（教授および院生・学生）とのベクトルを会わせるために、高大

連携授業が始まる秋に向けて夏から打ち合わせを重ねた。また、教授による講義をインプットベ

ース、その後に行われる院生・学部生の授業をアクティブラーニング形式によるアウトプットベ

ースによって高大連携授業を組むことで、内容の深化や定着をより促すことができたと自負して

いる。カリキュラム編成において、実施することではなく、何をどのように学ぶかという点に注

視しながら取り組めた事は本校のカリキュラムマネジメントの向上においても新たな視座を与え

るものとなった。

 更に今年度は 1 年生のカンボジアフィールドワークにおいて、その 2 日間を岡山大学のインタ

ーナショナルチャレンジプログラムでカンボジアフィールドワークを実施する学部生と引率教授

にご協力頂き、共に日程を消化する取り組みを実現させることができた。特に毎晩実施する振り

返りミーティングでは学生、教授、本校教員が主導して実施し、例年にない実りあるミーティン

グを実現させることができた。

 加えて、今年の１年生に対しては北陸先端科学技術大学院大学（以下、JAIST）による、多様性

特別プログラムを実施することができた。本校がグローバルリーダーに必要な５資質を踏まえた、

プログラムであり、SGH 事業をより深化させるためのプログラムとして機能することを期待して

いる。本プログラムは希望生徒 34 名により実施し、プログラムを通じた生徒の変容は今後、大学

側が作成したルーブリックを基にその変容を分析する。

 このように、SGH 事業の目的・目標を大学側と密に共有することで、高大連携の新たな施策に

取り組めることが実感として理解することができた。また、高校側が取り組みを一方向的に享受

するのではなく、相互に利益を享受する仕組みを作ることが重要であることも再認識することが

できた。

 2 点目は、本校独自に作成している教材を今年度も改訂したことである。毎年、過年度の様子を
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振り返りながら、1 年次に求めるグローバルリーダーの資質「グローバルマインド」「問題解決

力」を中心に内容を改訂した。授業者がどのようにファシリテーションするのかをインプットと

アウトプットを明確に理解できるように取り組んだ。アクティブラーニングの実施に関しては「交

渉型コミュニケーション能力」「協働力」の養成を目的に、毎年取り組むワークを変更するなど、

ブラッシュアップを行っている。本年度も生徒の実情に合わせ、独自に作り上げたワークを見直

して実施した。このように、毎年の改定作業が教員間で定着した事は大きな成果であると自負し

ている。

・グローバル課題研究Ⅱ（２年生）

 具体的な改善点は 2 点。1 点目は、テーマ（以下ゼミ）数の増加による多様な生徒の興味関心に

対応である。今年は 14 のテーマを設定した。その中には地域のグローバル化や価値観に関するテ

ーマも設定し、今までの課題研究よりもより多面的なテーマ設定を実現させることができた。ま

た、テーマ設定に際しては、SGH 生徒運営委員の意見も参考にした。生徒が主体的に学ぶ環境整

備がこれにより昨年よりも向上したと自負している。

 2 点目は、ゼミ内の課題研究数を、個別最適化を実現するために複数設定したことだ。結果とし

て、校内に約 70 の課題研究が行われる環境が整備された。一方、生徒の自主的な活動が、自己を

成長させるに資する学びに繋がっているかどうかが重要である。そのため、統一した取り組み指

針を提示することが求められる。ポスターのテンプレートの作成、Action Report（論文）のテンプ

レート作成を継続して行うと共に、指導書として独自に作成した Action Plan Booklet に更なる改

訂をくわえ、どの教員でも指導ができる環境づくりを推進させた。また、昨年度試用した 2 種類

のルーブリックを本格的に運用し、生徒個々が現在の状況を目標に照らし合わせながら、常に次

に取り組むべき指針を明確に持てるような施策を行った。結果として、教職員が当初イメージし

ていたよりも高度な研究活動が生徒の自主性に基づき行われたことから、一定の評価と昨年度か

らの指導内容の向上が見られたと自負している。

■普及活動の推進について

 管理機関の積極的な校外派遣に伴い、多くの生徒教職員を校外に派遣した。以下、生徒が SGH
活動を広く社会に普及する活動を行った件数と参加生徒数を一覧にする。加えて、教職員派遣、

インターネットによる発信に関する詳細を合わせて報告する。

令和元年度普及活動実績一覧

実施日 活動イベント名称等 参加生徒数

5/11 児島湖流域えこウェブ（研究発表） 4 名

5/16 世界海事大学（WMU）研究発表 4 名

5/18 岡山フェアトレードの会（研究発表） 9 名

6/16 岡山の若者は語る（パネリスト） 1 名

7/5 岡山市立西大寺小学校出前授業 4 名

10/4 岡山市立西大寺小学校出前授業 1 名

11/19 岡山市立西大寺小学校出前授業 24 名

7/13 第 1 回オープンスクール SGH 講座 10 名
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振り返りながら、1 年次に求めるグローバルリーダーの資質「グローバルマインド」「問題解決

力」を中心に内容を改訂した。授業者がどのようにファシリテーションするのかをインプットと

アウトプットを明確に理解できるように取り組んだ。アクティブラーニングの実施に関しては「交

渉型コミュニケーション能力」「協働力」の養成を目的に、毎年取り組むワークを変更するなど、

ブラッシュアップを行っている。本年度も生徒の実情に合わせ、独自に作り上げたワークを見直

して実施した。このように、毎年の改定作業が教員間で定着した事は大きな成果であると自負し

ている。

・グローバル課題研究Ⅱ（２年生）

 具体的な改善点は 2 点。1 点目は、テーマ（以下ゼミ）数の増加による多様な生徒の興味関心に

対応である。今年は 14 のテーマを設定した。その中には地域のグローバル化や価値観に関するテ

ーマも設定し、今までの課題研究よりもより多面的なテーマ設定を実現させることができた。ま

た、テーマ設定に際しては、SGH 生徒運営委員の意見も参考にした。生徒が主体的に学ぶ環境整

備がこれにより昨年よりも向上したと自負している。

 2 点目は、ゼミ内の課題研究数を、個別最適化を実現するために複数設定したことだ。結果とし

て、校内に約 70 の課題研究が行われる環境が整備された。一方、生徒の自主的な活動が、自己を

成長させるに資する学びに繋がっているかどうかが重要である。そのため、統一した取り組み指

針を提示することが求められる。ポスターのテンプレートの作成、Action Report（論文）のテンプ

レート作成を継続して行うと共に、指導書として独自に作成した Action Plan Booklet に更なる改

訂をくわえ、どの教員でも指導ができる環境づくりを推進させた。また、昨年度試用した 2 種類

のルーブリックを本格的に運用し、生徒個々が現在の状況を目標に照らし合わせながら、常に次

に取り組むべき指針を明確に持てるような施策を行った。結果として、教職員が当初イメージし

ていたよりも高度な研究活動が生徒の自主性に基づき行われたことから、一定の評価と昨年度か

らの指導内容の向上が見られたと自負している。

■普及活動の推進について

 管理機関の積極的な校外派遣に伴い、多くの生徒教職員を校外に派遣した。以下、生徒が SGH
活動を広く社会に普及する活動を行った件数と参加生徒数を一覧にする。加えて、教職員派遣、

インターネットによる発信に関する詳細を合わせて報告する。

令和元年度普及活動実績一覧

実施日 活動イベント名称等 参加生徒数

5/11 児島湖流域えこウェブ（研究発表） 4 名

5/16 世界海事大学（WMU）研究発表 4 名

5/18 岡山フェアトレードの会（研究発表） 9 名

6/16 岡山の若者は語る（パネリスト） 1 名

7/5 岡山市立西大寺小学校出前授業 4 名

10/4 岡山市立西大寺小学校出前授業 1 名

11/19 岡山市立西大寺小学校出前授業 24 名

7/13 第 1 回オープンスクール SGH 講座 10 名

10/12 第 2 回オープンスクール SGH 講座 14 名

11/30 第 3 回オープンスクール SGH 講座 8 名

7/31 岡山大学 CLS プログラム学生研究発表交流会 12 名

9/26 瀬戸内海放送「高校生と見つける私たちの SDGs」 4 名

10/18 G20 保健大臣会合前夜祭（研究発表） 4 名

10/19 G20 保健大臣会合本会議（高校生による提言） 4 名

10/25 岡山市立伊島小学校出前授業 24 名

1/28 岡山県立岡山操山高校 SGH 研究発表会 7 名

2/5 岡山県立岡山城東高校課題研究発表会 8 名

2/15 岡山学芸館高校 SGH 研究報告会 25 名

2/23 岡山 SDGs フォーラム多文化共生分科会（研究発表） 9 名

3/5 岡山市立西大寺小学校出前授業 延期

3/6 岡山市立旭東中学校出前授業 延期

合計（延べ数） 176 名

・SGH ニュースの発行

 SGH 活動を広めるために今年は年 6 回の発行を行った。主に保護者と学外向けに配布を行っ

た。

・SNS の活用

 指定初年度より Facebook にオフィシャルページを開設している。現在、ページへの“いいね”

数が 508 件(2020 年 3 月 5 日現在)であり、引き続き SGH 関係のオフィシャルページでは全国最多

となっている。（本校調べ）本校オフィシャルページとの相互シェアにより、最大リーチ数実績

約 3200、平均リーチ数約 700 であり、一度の投稿で多くの方々に活動を周知できていることから、

有効な普及活動の手段として来年度も継続する。今年は年間 43 回の新規投稿を行うことができ

た。

■教員の外部連携

今年度は教員の外部連携も例年以上に促進された。NPO 法人日本ファンドレイジング協会が設

定する社会貢献教育推進委員への就任、日本特別活動学会岡山大会実行委員の就任など、SGH 事

業への取り組みが、外部組織との連携や協力を推進させた事は大きな成果である。

７ 目標の進捗状況、成果、評価

 指定当初の目標設定に従い、以下報告する。

■自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒について

 一昨年度から設置されたボランティア委員会（教員分掌は社会貢献部）の積極的な活動により、

本年度も多くの在校生が社会貢献活動に参加することができた。また、課題研究に関わる活動の

一環として多くの生徒が自己研鑽活動に励むことができた。SGH 対象クラスにおいては 63％(実
数 488 名)の生徒が自己研鑽活動・ボランティアに参加した。また、全校生徒で集計した場合でも

54％(実数 706 名)の生徒がボランティアに参加できており、全校体制で社会貢献を実践する風土

が培われている。指定時の目標値 500 名を概ね達成することができた。例年より数値が減少して
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いるが、予定されていた活動がコロナウィルス等の影響により中止されたことが少なからず関係

している。

■自主的に留学、または海外研修に行く生徒数について

 本年度、SGH 対象クラス生徒 131 名、非対象クラス 32 名が自主的に海外留学・研修に参加し

た。目標値 250 名を達成する事はできなかったが、募集人数の多いヨーロッパ及びオセアニア方

面の 3 つの研修がコロナウィルスの影響で中止になったため、約 240 名の渡航が実施されなかっ

たことが影響している。

しかしながら、本校主催の海外研修は 6 つの海外研修を実施（中止の研修を除く）し、昨年の

7 つの海外研修の実施と変わりない環境を整備した。加えて英語科の 1 年間留学(27 名)も例年通

り実施した。

■将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合について

 生徒に対して行ったグローバルアンケートを元に集計した。また、3 年次の卒業段階での数値

をここでは抽出する。「将来国際的職業で、世界で活躍したい」の項目に対して YES と回答した

生徒は SGH 対象クラスの生徒が 32％、非対象クラスが 14％となっており。18％の差が生じてい

る。また、「海外留学を希望する」の項目に対して YES と回答した生徒は SGH 対象クラスで 46
％、非対象クラスが 16％と 30％の差が生じている。

 数値の伸びしろはあるが、「今年の SGH を受講したことで世界の出来事への興味が深まった」

という質問に対しては 3 年生が 73％と昨年比 10％の向上、2 年が 73％、1 年生の 69％が YES と

回答している。昨年同様に海外への意識や感心が高まっていることが分かる。一方で、キャリア

形成意識にその伸びしろがあることが分かる。卒業時における数値の向上は SGH 事業に対する評

価に値するが、国際社会で活躍したいという意識を醸成させる取り組みが今後必要である。また、

SGH 非対象クラスに対する SGH 事業の推進も今後必要な施策である。

■公的機関から表彰された生徒数、またはグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の

高い国内外の大会における入賞者数。

 今年度も引き続き、積極的に校外のコンテストに応募することを推奨している。今年度の受賞

者は 52 名となり、昨年度の 25 名から飛躍的に増加した。主な受賞一覧は以下の通り。愛媛大学

社会共創コンテスト 2019 地域課題部門準グランプリ、甲南大学リサーチフェスタ学長賞（最優秀

賞）、甲南大学リサーチフェスタ審査員特別賞、甲南大学リサーチフェスタクリエイティブテー

マ賞、甲南大学リサーチフェスタアトラクティブプレゼンテーション賞、北海道大学主催海の宝

コンテストマリン・カルチャー部門オーシャンドリーム賞、北海道大学主催海の宝コンテストマ

リン・カルチャー部門マリンラーニング賞、北海道大学主催海の宝コンテストマリン・カルチャ

ー部門ブルーオーシャン賞、北海道大学主催海の宝コンテストマリン・カルチャー部門近畿・中

国ブロック優秀賞、岡山県高等学校弁論大会優勝、第五回全国ユース環境活動発表大会中国ブロ

ック大会協賛企業特別賞、岡山ボランティアアワード大賞（最優秀賞）、岡山ボランティアアワ

ードキラリ！高校生賞、日本生物学オリンピック優秀賞など。
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いるが、予定されていた活動がコロナウィルス等の影響により中止されたことが少なからず関係

している。

■自主的に留学、または海外研修に行く生徒数について
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面の 3 つの研修がコロナウィルスの影響で中止になったため、約 240 名の渡航が実施されなかっ

たことが影響している。

しかしながら、本校主催の海外研修は 6 つの海外研修を実施（中止の研修を除く）し、昨年の

7 つの海外研修の実施と変わりない環境を整備した。加えて英語科の 1 年間留学(27 名)も例年通

り実施した。

■将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合について

 生徒に対して行ったグローバルアンケートを元に集計した。また、3 年次の卒業段階での数値

をここでは抽出する。「将来国際的職業で、世界で活躍したい」の項目に対して YES と回答した

生徒は SGH 対象クラスの生徒が 32％、非対象クラスが 14％となっており。18％の差が生じてい

る。また、「海外留学を希望する」の項目に対して YES と回答した生徒は SGH 対象クラスで 46
％、非対象クラスが 16％と 30％の差が生じている。

 数値の伸びしろはあるが、「今年の SGH を受講したことで世界の出来事への興味が深まった」

という質問に対しては 3 年生が 73％と昨年比 10％の向上、2 年が 73％、1 年生の 69％が YES と

回答している。昨年同様に海外への意識や感心が高まっていることが分かる。一方で、キャリア

形成意識にその伸びしろがあることが分かる。卒業時における数値の向上は SGH 事業に対する評

価に値するが、国際社会で活躍したいという意識を醸成させる取り組みが今後必要である。また、

SGH 非対象クラスに対する SGH 事業の推進も今後必要な施策である。

■公的機関から表彰された生徒数、またはグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の

高い国内外の大会における入賞者数。

 今年度も引き続き、積極的に校外のコンテストに応募することを推奨している。今年度の受賞

者は 52 名となり、昨年度の 25 名から飛躍的に増加した。主な受賞一覧は以下の通り。愛媛大学

社会共創コンテスト 2019 地域課題部門準グランプリ、甲南大学リサーチフェスタ学長賞（最優秀

賞）、甲南大学リサーチフェスタ審査員特別賞、甲南大学リサーチフェスタクリエイティブテー

マ賞、甲南大学リサーチフェスタアトラクティブプレゼンテーション賞、北海道大学主催海の宝

コンテストマリン・カルチャー部門オーシャンドリーム賞、北海道大学主催海の宝コンテストマ

リン・カルチャー部門マリンラーニング賞、北海道大学主催海の宝コンテストマリン・カルチャ

ー部門ブルーオーシャン賞、北海道大学主催海の宝コンテストマリン・カルチャー部門近畿・中

国ブロック優秀賞、岡山県高等学校弁論大会優勝、第五回全国ユース環境活動発表大会中国ブロ

ック大会協賛企業特別賞、岡山ボランティアアワード大賞（最優秀賞）、岡山ボランティアアワ

ードキラリ！高校生賞、日本生物学オリンピック優秀賞など。

■生徒の 4 技能の総合的な英語力として CEFR B1～B2 レベルの生徒の割合について

 数値は令和元年度 3 年生の卒業時における CEFR B1～B2 レベル保持者を集計した。本校では

英語検定、GTEC、TOEIC の受験を推奨しているため、いずれかの検定で B1 レベルを越えた生徒

数を集計した。

 その結果、SGH 対象クラス 3 年生 260 名中、121 名が CEFR B1 以上のレベルを達成した。その

割合は 46.5％であり、昨年度の 39％から 7.5％UP と飛躍的に数値が向上した。指定時の目標数値

である 25％を大きく上回ることができた。また、B2 達成者は 18 名、C1 達成者は 2 名という結果

であった。

■課題研究に関する研修参加者数について

・課題研究に関する国内研修およびフィールドワーク参加者数

 課題研究に関する国内研修およびフィールドワーク参加者数は 195 名（実数）であった。目標

数値 180 名を達成することができた。この背景には、2 年生の各ゼミにおいてそれぞれフィール

ドワークを設定したことと、学校主催による研修を積極的に開催したことが要因として挙げられ

る。一方、述べ数では数値がほぼ倍増することから、同じ生徒が複数回参加する傾向が見られる、

実数の数値向上にはのびしろが見られることから、積極的な研修参加、フィールドワークの設定

が今後も必要である。

・課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

 カンボジアの大学、高校、中学校、小学校を合わせて６校・団体との連携（パンニャサストラ

大学、ソムダイアウ高校、大正小学校・中学校、チェイ小学校、Chong Khneas 小学校、むつみ日

本語学校）を達成した。

・課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画したのべ回数（人数×回数）

 本年度も岡山大学を中心に様々な高等教育機関に課題研究に関して、講義・指導・助言を頂く

ことができた。特に高大連携事業に対する改革も進めたことから、海外フィールドワークでの協

働や 2 年生のゼミ活動に密接に関わって頂く機会を創出することができた。これにより、合計 64
名（述べ数）の教授、院生、学部生に協力をいただくことができた。指定時の目標である 42 回も

達成することができた。今年度の関係高等教育機関は以下の通り。岡山大学、北陸先端科学技術

大学院大学、甲南大学、昭和女子大学、パンニャサストラ大学（カンボジア）

・グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

 SGH 甲子園、甲南大学リサーチフェスタ、愛媛大学社会共創コンテスト 2019、大分大学なるほ

どアイデアコンテスト、全国高校生 MY PROJECT AWARD、日本生物学オリンピック、JICA エッ

セイコンテストなどを中心に 234 名（述べ数）の参加者を達成することができた。昨年度の 121
名から大幅に参加者が向上した。この背景には、生徒が課題研究の評価を自主的に外部に求める

ようになったことが大きな要因である。なお、指定時の目標である 180 人も大幅に上回って達成

することができた。
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・帰国・外国人生徒の受け入れ者数

 長期留学生 24 名、短期訪問は 11 団体 160 名、合計 182 名の留学生を受け入れた。昨年から微

減したものの、目標人数 130 名を越える受け入れを達成した。国別内訳は以下の通り、インド 2
回、マレーシア 2 回、オーストラリア 2 回、フィンランド 1 回、エジプト 1 回、アメリカ 1 回、

台湾 1 回、インドネシア 1 回。

・先進校としての発表回数

 今年は本校主催の発表のみならず、他の SGH 指定校との交流発表を行うなどして発表回数を増

加させた。その結果 16 回の発表の機会を創出することができた。NPO などをはじめ、多くの社会

団体より発表の機会をいただくことができた。なお、この集計に課題研究コンテストでの発表は

含めていない。加えて、本校主催による発表回数は 3 回である。（2 月 SGH 研究報告会、5 月課

題研究成果発表会、9 月中間発表会）

■本年度の総合的評価

 SGH 指定当初の目標をほぼ達成することができた。特に、課題研究活動に対する社会的広がり

が、外部から学校へ、また、学校から社会へ双方向に広がったことは、指定 5 年目として重要な

成果であったと捉えている。一方、社会の中で学びを深める機会は、本校の対象者人数からする

と不足している事実もある。また、数字で計ることが容易ではないが、受講生の意識変化が生じ

ている事から、SGH 事業が一方向的なものではなく、生徒の自主性に基づいた活動へと変化して

いる事は評価に値すると自負している。課題研究の評価をどのように行うかに関連し、ルーブリ

ック運用をより有効にする方法は継続して模索しなければならない課題だ。

８ 5 年間の研究開発を終えて

(1)教育課程の開発を終えて

■スーパーグローバルハイスクール指定後のグローバル・リーダー育成に資する教育課程におけ 

る変化、工夫について

 本校は、普通科 5 コース、英語科の合計 6 科コースが独自の特性に従った教育を行っており、

教育課程もそれぞれに従って編成している。また、本校は、総合的な学習の時間において、学園

の教育理念に基づいた独自の取り組を行っている。そのため、学校設定教科・科目を利用した教

育課程を編成した。学校設定科目にグローバルスタディーズを新設し、学校設定教科にグローバ

ル課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを設置した。その設定に当たっては、現代社会を１単位減じ、グローバル

スタディーズへ１単位充当した。

■先進的な課題研究等の実績を踏まえた、グローバル・リーダー育成に資する発展的な実践につ

いて

 ・海外フィールドワークについて

 本校はグローバル課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのテーマを「途上国の貧困の悪循環の是正に高校生が貢

献できること」と設定している。そのため、カンボジアフィールドワークとミャンマー研修を課

題研究に資する海外研修と位置づけて重点的に内容や取り組みの改革を行ってきた。

 特にカンボジアフィールドワークについては、１年次の渡航目的を「現地を知る」と設定し、

カンボジア社会をヒアリング調査や体験を通して構造的に明らかにすることと貢献に対して生徒
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成果であったと捉えている。一方、社会の中で学びを深める機会は、本校の対象者人数からする

と不足している事実もある。また、数字で計ることが容易ではないが、受講生の意識変化が生じ

ている事から、SGH 事業が一方向的なものではなく、生徒の自主性に基づいた活動へと変化して

いる事は評価に値すると自負している。課題研究の評価をどのように行うかに関連し、ルーブリ

ック運用をより有効にする方法は継続して模索しなければならない課題だ。

８ 5 年間の研究開発を終えて

(1)教育課程の開発を終えて

■スーパーグローバルハイスクール指定後のグローバル・リーダー育成に資する教育課程におけ 

る変化、工夫について

 本校は、普通科 5 コース、英語科の合計 6 科コースが独自の特性に従った教育を行っており、

教育課程もそれぞれに従って編成している。また、本校は、総合的な学習の時間において、学園

の教育理念に基づいた独自の取り組を行っている。そのため、学校設定教科・科目を利用した教

育課程を編成した。学校設定科目にグローバルスタディーズを新設し、学校設定教科にグローバ

ル課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを設置した。その設定に当たっては、現代社会を１単位減じ、グローバル

スタディーズへ１単位充当した。

■先進的な課題研究等の実績を踏まえた、グローバル・リーダー育成に資する発展的な実践につ

いて

 ・海外フィールドワークについて

 本校はグローバル課題研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのテーマを「途上国の貧困の悪循環の是正に高校生が貢

献できること」と設定している。そのため、カンボジアフィールドワークとミャンマー研修を課

題研究に資する海外研修と位置づけて重点的に内容や取り組みの改革を行ってきた。

 特にカンボジアフィールドワークについては、１年次の渡航目的を「現地を知る」と設定し、

カンボジア社会をヒアリング調査や体験を通して構造的に明らかにすることと貢献に対して生徒

個々が独自の見解を見出すことに重視して実施している。この経験を、SGH 研究報告会等を通し

て学園全体に周知し、課題研究に取り組む姿勢を育んでいる。

 本校の特徴としては、２年次にもカンボジアフィールドワークを実施している点だ。１年次の

学びと渡航経験を踏まえて、２年次に改めてカンボジアへ渡航する。２年次の目的は「実践活動

に取り組む」ことであり、１４のゼミがそれぞれ取り組んできた Action Plan の実践を渡航する生

徒が代表して行う。このように、複数回渡航するチャンスがあること、考えたことを実践する機

会がある事は、社会課題を自分ごととして捉えることができる機会を創出することに繋がってい

ると自負している。実際、高校生として社会課題に対する意識変化は本校が独自に実施している

グローバルアンケートの変容からも見て取れる。変化の具体的内容は「(3)生徒の変化について」

にて、後述する。

・国内フィールドワークについて

 本校の SGH 事業は、2 年次に 14 のゼミに分かれて取り組む課題研究活動が中核をなしている。

そのため、国内フィールドワークを学園が研修として実施するのではなく、各ゼミの担当者がそ

れぞれのテーマ性に従って、独自にフィールドワークや実践活動を設定している。この取り組み

は、生徒の学びに対する個別最適化の観点から、妥当性があると自負している。一方、ゼミの垣

根を越えた研修も SGH 運営部が主導して実施しており、画一的な取り組みと個別最適化すべき取

り組みとを融合させた研修のあり方にチャレンジできた事は SGH 事業の大きな成果の一つであ

る。

・ソーシャル・リーダーシップ・キャンプの開催

 平成 29 年度から本校と NPO 法人日本ファンドレイジング協会が主催しする社会課題解決ワー

クショップを実施している。岡山県内で活躍する NPO や社会団体から、実際に社会課題を教示し

て頂き、ヒアリング調査を通してその課題を生徒が構造的に理解することを目指す。その上で、

高校生ができることを社会団体に提言するプログラムである。実際に平成 29 年度、30 年度に生

徒が提言した内容が NPO との協働事業に発展した経緯を踏まえると、高校生の学びを広げ、深化

させる発展的取り組みであると自負している。今年度から、他校の参加も呼びかけ県内 5 校、43
名の参加により開催できた事は他校連携、社会連携の観点からも有意義であった。

・カンボジア合同研修会の開催

 カンボジア研修を推進している SGH 指定校が協力し、指定初年度より継続的に実施してきた。

高校生が都道府県の垣根を越えて共に学びあう機会を創出できた事は SGH 指定を契機とした成

果だ。特に今年は、SGH、グローカル型、WWL 連携校など、各学校の取り組みが多様化したが、

協力体制を継続して第 5 回目を実施できた事は各学校の自走化に向けた動きからしても大変有意

義であった。

・社会で学ぶ場の創出（校外で学ぶ機会の創出）

 一昨年度より、生徒の自主的な活動が活発化してきたことを踏まえ、校外での研究発表やシン

ポジウムへの登壇、NPO や行政が主催するイベントでの活動報告などを積極的に行っている。こ

のように社会に対して自らの学びを報告できる機会を創出できた事は SGH 事業を契機とした大

きな変化であった。

(2)高大接続の状況について

 SGH 指定の 5 年間を通した高大接続の状況を以下に報告する。「課題研究に関して大学教員及

び学生等の外部人材が参画した延べ回数」は指定初年度より 5 倍の増加を達成することができた。
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連携した高等教育機関は 2 大学（1 年目）から 4 大学（5 年目）と数の変化は大きくないが、連携

回数が多くなったことから、連携のあり方の変容が本校の大きな成果だ。なお、大学の単位履修

制度の設置は無い。

資料 1 課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数経年変化

1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目

延べ数 12 名 35 名 53 名 51 名 64 名

■高大連携事業の取り組みと変化

・高大連携授業の変化

 当初は高大連携授業として一方向的な講義形式からスタートした。2 年目以降、院生や学部生

に協力を頂きながら、アクティブラーニングの手法に基づく講義展開を大学教員と共に実現する

ことができた。3 年目以降は、大学教員のインプットに基づき、院生や学部生によるアクティブラ

ーニング形式の授業内容を本校教員と協力して作成して実施する形式に変更した。これにより、

関係する人数が大きく増加した。また、この取り組みが少なからず院生、学部生の学びの場とな

ることもフィードバックから明らかになったことから、相互に学びのある高大連携事業のあり方

を模索し、取り組むことができた意味は大きい。

・大学の取り組みとの連携について

 今年度は、12 月のカンボジアフィールドワークの行程中、2 日間を岡山大学教育学部の教授、

院生、学部生と共に活動することができた。既存のプログラムをベースとし、連携の有無や目的

を共有しながら協働できた意味合いは非常に大きい。また、学生と生徒同士の交流や、大学教員

と高校教員の交流を含め、連携が形式に囚われない形で実現できたことは今後の自走化に向けた

取り組み策定において大きな経験となった。

 また、甲南大学の取り組まれている高大連携事業である SDGｓチャレンジを、その終了後も本

校の課題研究として継続的に実施することで、今までにない高大連携のあり方を実現させること

ができた。以上 2 点の取り組みを中心に、一方向的に求め合う高大連携事業から、相互理解型の

高大連携事業への変化は、SGH 指定を契機にした成果だ。

(3)生徒の変化について

 生徒の変化について、本校が独自に実施している約 60 項目からなるグローバルアンケートの変

容から以下にまとめる。また、本校が設定するグローバル・リーダーの 5 つの資質に照らし合わ

せることで資質養成の達成度も合わせて報告する。

 なお、資料は SGH1 期生（H27~29 年度在籍）、2 期生（H28~30 年度在籍）、3 期生（H30~R1
年度在籍）の３年間のデータを基に述べ、各質問項目に対して「当てはまる」と回答した割合を

記載している。また、比較資料はそれぞれの学年が 3 年時のものを掲載し、3 年間の変化が他の因

子と比較してどの程度育成されているかを述べる。
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連携した高等教育機関は 2 大学（1 年目）から 4 大学（5 年目）と数の変化は大きくないが、連携

回数が多くなったことから、連携のあり方の変容が本校の大きな成果だ。なお、大学の単位履修

制度の設置は無い。

資料 1 課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数経年変化

1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目

延べ数 12 名 35 名 53 名 51 名 64 名

■高大連携事業の取り組みと変化

・高大連携授業の変化

 当初は高大連携授業として一方向的な講義形式からスタートした。2 年目以降、院生や学部生

に協力を頂きながら、アクティブラーニングの手法に基づく講義展開を大学教員と共に実現する

ことができた。3 年目以降は、大学教員のインプットに基づき、院生や学部生によるアクティブラ

ーニング形式の授業内容を本校教員と協力して作成して実施する形式に変更した。これにより、

関係する人数が大きく増加した。また、この取り組みが少なからず院生、学部生の学びの場とな

ることもフィードバックから明らかになったことから、相互に学びのある高大連携事業のあり方

を模索し、取り組むことができた意味は大きい。

・大学の取り組みとの連携について

 今年度は、12 月のカンボジアフィールドワークの行程中、2 日間を岡山大学教育学部の教授、

院生、学部生と共に活動することができた。既存のプログラムをベースとし、連携の有無や目的

を共有しながら協働できた意味合いは非常に大きい。また、学生と生徒同士の交流や、大学教員

と高校教員の交流を含め、連携が形式に囚われない形で実現できたことは今後の自走化に向けた

取り組み策定において大きな経験となった。

 また、甲南大学の取り組まれている高大連携事業である SDGｓチャレンジを、その終了後も本

校の課題研究として継続的に実施することで、今までにない高大連携のあり方を実現させること

ができた。以上 2 点の取り組みを中心に、一方向的に求め合う高大連携事業から、相互理解型の

高大連携事業への変化は、SGH 指定を契機にした成果だ。

(3)生徒の変化について

 生徒の変化について、本校が独自に実施している約 60 項目からなるグローバルアンケートの変

容から以下にまとめる。また、本校が設定するグローバル・リーダーの 5 つの資質に照らし合わ

せることで資質養成の達成度も合わせて報告する。

 なお、資料は SGH1 期生（H27~29 年度在籍）、2 期生（H28~30 年度在籍）、3 期生（H30~R1
年度在籍）の３年間のデータを基に述べ、各質問項目に対して「当てはまる」と回答した割合を

記載している。また、比較資料はそれぞれの学年が 3 年時のものを掲載し、3 年間の変化が他の因

子と比較してどの程度育成されているかを述べる。

資料 2 グローバル・リーダーの資質に基づいたグローバルアンケートの推移

※SGH1 期生は H27 年度入学、SGH2 期生は H28 年度入学、SGH3 期生は H29 年度入学

岡山学芸館高校グローバルアンケート結果より本校作成

1．グローバル・マインドの育成について

 グローバル・マインドは主に多様性への理解、他者理解、コミュニケーション力の育成を 1 年

次の授業を通して養成している。「異なる意見を尊重できる」ことは、他者理解のための大切な

要件である。これに対して卒業時には SGH 対象クラスの 70~80％が「当てはまる」と回答してい

る。また、「異なる価値観とコミュニケーションできる」ことは、異なる他者を受け入れるだけ

でなく、双方向の行動が取れることを意味することから、グローバル･マインドの重要な要素とし

て設定している。この項目は 3 年間の成長率が 6~14％と経年の成長が顕著である。このことから、

グローバル・マインドの育成は順調に育成できている。

2．論理的思考力について

 論理的思考力は、１年次の教材を通してその基礎を養い、2 年次の課題研究活動にて、実践する

ことでその養成を行っている。「問題解決のために計画できる」については、1~3 期生を通して約

異なる意見を尊重できる 自己意見で人を説得できる
１年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW １年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW

１期生 １期生
２期生 ２期生
３期生 ３期生

（％） （％）

異なる価値観とコミュニケーションできる 異なる価値観と協力し新価値観を創出できる

１年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW １年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW
１期生 １期生
２期生 ２期生
３期生 ３期生

（％） （％）

物事を客観的に判断できる 国内ボランティア経験
１年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW １年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW

１期生 １期生
２期生 ２期生
３期生 ３期生

（％） （％）

問題解決のために計画実行できる 今後も継続して貢献活動を行いたい
１年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW １年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW

１期生 １期生 ―
２期生 ２期生
３期生 ３期生

（％） （％）

自己意見を英語で表現できる 問題解決のために計画できる
１年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW １年次 ２年次 ３年次 非対象 海外FW

１期生 １期生
２期生 ２期生
３期生 ３期生

（％） （％）

比較資料

比較資料

比較資料

比較資料

比較資料

比較資料

比較資料

比較資料

比較資料

比較資料
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60％の生徒が「当てはまる」と回答している。また、1 年次からの成長も 4~9％となっている。SGH
非対象クラスとの比較からしても、SGH 事業が論理的思考力の養成について有効であることがわ

かる。一方、「問題解決のために計画実行できる」項目については、全体的に 10％ほど数値が下

がる。計画に留まらず、実行することへのハードルが高いことがうかがい知れる。しかし、なが

ら、非対象クラスとの比較より、SGH 受講者のスキル養成は順調に推移していると捉えている。

3．交渉型コミュニケーション能力について

資料 3 SGH 対象クラス卒業時における CEFR 達成者内訳

交渉型コミュニケーション能力

は主に 2年次の課題研究活動を通し

て養うことを目標としている。「自

己意見で人を説得できる」項目で

は、SGH 非対象クラスとの比較にお

いては優位性があるものの、経年変化は思っていたよりも低い。しかし、海外 FW 経験者の数値

は総じて高いことから、実社会で活動するか否かとの相関があることがうかがい知れる。英語力

に関しては、CEFR B1 以上の英語力を有する生徒が今年は 46.5％と例年と比較し 7.5％UP と飛躍

的に向上した。（SGH1 期生：37％、SGH2 期生：39％）また、資料 3 から見て取れるように、CEFR
達成レベルも年々向上していることが分かる。このことから、英語の運用能力は大幅な成長を達

成できており、英語を用いた課題研究発表やコミュニケーション英語改革等、この 5 年間の取り

組みが実を結んだことが分かる。「自己意見を英語で表現できる」数値を向上させるために、生

徒の英語に対する自己肯定感を向上させる取り組みが必要だと捉えている。

4．協働力について

 協働力については、異なる他者と協働するマインドと行動力で、その養成を計っている。先述

したとおり、「異なる意見を尊重できる」「異なる価値観とコミュニケーションできる」数値に

おいては、成長を感じることができている。これに留まらず、「異なる価値観と協力し新価値創

造できる」項目において「当てはまる」と回答した生徒は、年度を追うごとに向上し、3 期生は 1
年次と比較して 11％の成長を成し得た事は協働力の育成が順調であることを意味している。

5．実践力について

 実践力については、考えたことを社会の中で実践する機会を生徒に求めることで、社会の構成

員としての意識醸成と自らの課題研究に対する自信の醸成がなし得ると捉えている。「国内ボラ

ンティア経験」は、学園として社会貢献活動を推進していることもあり、SGH 対象、非対象に関

わらず今年も高い参加率を達成することができた。コロナウィルスの関係で年度末に予定してい

たボランティア活動や課題研究に関わるフィールドワークが中止または延期になったことから、

全体的に数値は下がったことは致し方ない。また、「今後も継続して貢献活動を行いたい」生徒

も総じて高い数値を示しており、本校の生徒が社会に対する高い意識を育めていることが分かる。

特に SGH3 期生は 1 年次から 7 割の生徒が社会活動に参加しており、1 期生との比較において、

生徒の変化は目を見張るものがある。

参考資料
合計 対象者数

SGH１期生
SGH２期生
SGH３期生
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非対象クラスとの比較からしても、SGH 事業が論理的思考力の養成について有効であることがわ

かる。一方、「問題解決のために計画実行できる」項目については、全体的に 10％ほど数値が下

がる。計画に留まらず、実行することへのハードルが高いことがうかがい知れる。しかし、なが

ら、非対象クラスとの比較より、SGH 受講者のスキル養成は順調に推移していると捉えている。

3．交渉型コミュニケーション能力について

資料 3 SGH 対象クラス卒業時における CEFR 達成者内訳

交渉型コミュニケーション能力

は主に 2年次の課題研究活動を通し

て養うことを目標としている。「自

己意見で人を説得できる」項目で

は、SGH 非対象クラスとの比較にお

いては優位性があるものの、経年変化は思っていたよりも低い。しかし、海外 FW 経験者の数値

は総じて高いことから、実社会で活動するか否かとの相関があることがうかがい知れる。英語力

に関しては、CEFR B1 以上の英語力を有する生徒が今年は 46.5％と例年と比較し 7.5％UP と飛躍

的に向上した。（SGH1 期生：37％、SGH2 期生：39％）また、資料 3 から見て取れるように、CEFR
達成レベルも年々向上していることが分かる。このことから、英語の運用能力は大幅な成長を達

成できており、英語を用いた課題研究発表やコミュニケーション英語改革等、この 5 年間の取り

組みが実を結んだことが分かる。「自己意見を英語で表現できる」数値を向上させるために、生

徒の英語に対する自己肯定感を向上させる取り組みが必要だと捉えている。

4．協働力について

 協働力については、異なる他者と協働するマインドと行動力で、その養成を計っている。先述

したとおり、「異なる意見を尊重できる」「異なる価値観とコミュニケーションできる」数値に

おいては、成長を感じることができている。これに留まらず、「異なる価値観と協力し新価値創

造できる」項目において「当てはまる」と回答した生徒は、年度を追うごとに向上し、3 期生は 1
年次と比較して 11％の成長を成し得た事は協働力の育成が順調であることを意味している。

5．実践力について

 実践力については、考えたことを社会の中で実践する機会を生徒に求めることで、社会の構成

員としての意識醸成と自らの課題研究に対する自信の醸成がなし得ると捉えている。「国内ボラ

ンティア経験」は、学園として社会貢献活動を推進していることもあり、SGH 対象、非対象に関

わらず今年も高い参加率を達成することができた。コロナウィルスの関係で年度末に予定してい

たボランティア活動や課題研究に関わるフィールドワークが中止または延期になったことから、

全体的に数値は下がったことは致し方ない。また、「今後も継続して貢献活動を行いたい」生徒

も総じて高い数値を示しており、本校の生徒が社会に対する高い意識を育めていることが分かる。

特に SGH3 期生は 1 年次から 7 割の生徒が社会活動に参加しており、1 期生との比較において、

生徒の変化は目を見張るものがある。

参考資料
合計 対象者数

SGH１期生
SGH２期生
SGH３期生

6．カンボジアフィールドワーク参加者の意識変容

 1 年次と 2 年次に実施しているカンボジアフィールドワークの参加者(1 回 20 名×年 2 回実施×

3 年間＝120 名対象)を抽出して集計したところ、その優位性が顕著に明らかになった。全ての項

目について、SGH 対象クラスと比較しても 10~25％高い数値を示している。このことから、カン

ボジアフィールドワークに参加することが、SGH 事業の意図するグローバル・リーダーの資質養

成に大きく関係していることが分かる。また、SGH1 期生と比較し、SGH2,3 期生が総じて高い数

値を示していることから、SGH 事業の学園における有効性が見て取れる。カンボジアフィールド

ワークの参加の有無に関わらず、同様の経験および意識をより多くの生徒が体験、醸成できるよ

う取り組むことが、より有効なプログラム作りのために必要である。

7．課題研究を通した成長の実感について

資料 4 SGH 卒業時における成長の実感について

岡山学芸館グローバルアンケートより本校作成

 資料 4 は SGH の授業を通した成長の実感について調査した結果である。卒業時における数値

をまとめ、本アンケートに対して「はい」と回答した割合を示している。（回答選択肢：「は

い」「いいえ」「どちらでもない」）

 この結果から見られる変化は、経年により生徒の社会に対する自己肯定感が高まっていること

が分かる。参考として 1 期生と 3 期生との比較を掲載しているが、全ての項目に対して約 20％
の成長が見て取れる。「視野が広がった」「新たな考えや思考を持つように成った」の項目は、

社会を多面的に俯瞰して捉える力が養われたと自己評価していることが伺える。「世界の出来事

への興味が深まった」に対しても顕著な変化が見られることから、日本社会以外にも興味関心を

抱く生徒が増加していることが分かる。内面変化で最も注目すべきは「社会問題に高校生ができ

ることがある」の項目に対して 21％の伸びを示し、3 期生卒業時点（R1 年度）で 86％の生徒が

「はい」と回答している。対象人数から逆算し、SGH3 期生 260 名中 224 名がこのような自己肯

定感を育めた事は非常に大きな成果である。

 また、「自分の考えを発表したりディスカッションできるようになった」の項目に対して「は

い」と回答した生徒も 1 期生と 3 期生を比較して 17％の向上を示していることから、課題研究

活動において、多くの生徒が発表機会を得て、その経験を肯定的に捉えていることが分かる。課

題研究活動は「社会的事象を俯瞰して捉え、自分ごととして考える」事が基本的な作業になると

捉えている。このような自己肯定感の向上が、全 SGH 対象クラスに対して広がりを見せている

ことについて大きな成果であると自負している。

参考
質問項目 SGH１期生 SGH２期生 SGH３期生 1期生との比較

視野が広がった
新たな発見や思考を持つようになった
世界の出来事への興味が深まった
自分の考えを発表したりディスカッションできるようになった
社会問題に高校生ができることがあると思う

（％）
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(4)教師の変化について

資料 5 教職員アンケート結果(H29~令和元年度)

教職員アンケートより本校作成

 教職員の意識変化は年度末の教職員アンケートを用いて掌握している。まず、SGH 事業を通し

た生徒への意識変化について言及する。資料 5 問 6 の「SGH 活動は生徒の可能性を広げると思う」

に対して「とてもそう思う」と回答した教職員は、H28 年度(指定 2 年目)と比較し H29 年度（3 年

目）が 15％、H30 年度（4 年目）が 18％、R1 年度（5 年目）が 7％と向上している。これより、

SGH 事業が生徒の可能性を広げるものとして学園に浸透してきたことは、課題研究の全校実施体

制に向けて大きな変化であると考える。また、問 13 の「SGH の指定終了後も、このような課題研

究活動を継続すべきだ」との問いに対して「とてもそう思う」と回答した教員が R1 年度におい

て、前年比 12％の向上を示していることから、SGH 事業の必要性を最終年度に改めて重要視する

１．ＳＧＨ活動は重要だと思う ７．ＳＧＨの活動を通して、生徒の変容が見られた
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

２．ＳＧＨの内容に興味がある ８．ＳＧＨの活動により、外部機関とのかかわりが増えた
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

３．本校のＳＧＨ活動に賛成できる ９．ＳＧＨの活動が自分の授業や指導方法に影響を与えた
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

４．昨年に比べてＳＧＨ活動の内容が向上した １０．以前に比べて英語への学習意欲が向上した
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

５．昨年に比べて全校実施体制が進んだ １１．ＳＧＨを受講するようになり、生徒の進路選択に変化が見られそうだ
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

６．ＳＧＨの活動は生徒の可能性を広げると思う １２．SGH活動を通して、教育活動（教育内容）の変化の必要性を感じた。
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９ ― ― ― ―
Ｈ２８ Ｈ２８ ― ― ― ―

１３．SGHの指定が終了した後も、このような課題研究活動を継続すべきだ。
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１
Ｈ３０
Ｈ２９ ― ― ― ―
Ｈ２８ ― ― ― ―
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(4)教師の変化について

資料 5 教職員アンケート結果(H29~令和元年度)

教職員アンケートより本校作成

 教職員の意識変化は年度末の教職員アンケートを用いて掌握している。まず、SGH 事業を通し

た生徒への意識変化について言及する。資料 5 問 6 の「SGH 活動は生徒の可能性を広げると思う」

に対して「とてもそう思う」と回答した教職員は、H28 年度(指定 2 年目)と比較し H29 年度（3 年

目）が 15％、H30 年度（4 年目）が 18％、R1 年度（5 年目）が 7％と向上している。これより、

SGH 事業が生徒の可能性を広げるものとして学園に浸透してきたことは、課題研究の全校実施体

制に向けて大きな変化であると考える。また、問 13 の「SGH の指定終了後も、このような課題研

究活動を継続すべきだ」との問いに対して「とてもそう思う」と回答した教員が R1 年度におい

て、前年比 12％の向上を示していることから、SGH 事業の必要性を最終年度に改めて重要視する

１．ＳＧＨ活動は重要だと思う ７．ＳＧＨの活動を通して、生徒の変容が見られた
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

２．ＳＧＨの内容に興味がある ８．ＳＧＨの活動により、外部機関とのかかわりが増えた
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

３．本校のＳＧＨ活動に賛成できる ９．ＳＧＨの活動が自分の授業や指導方法に影響を与えた
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

４．昨年に比べてＳＧＨ活動の内容が向上した １０．以前に比べて英語への学習意欲が向上した
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

５．昨年に比べて全校実施体制が進んだ １１．ＳＧＨを受講するようになり、生徒の進路選択に変化が見られそうだ
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９
Ｈ２８ Ｈ２８

６．ＳＧＨの活動は生徒の可能性を広げると思う １２．SGH活動を通して、教育活動（教育内容）の変化の必要性を感じた。
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１ R１
Ｈ３０ Ｈ３０
Ｈ２９ Ｈ２９ ― ― ― ―
Ｈ２８ Ｈ２８ ― ― ― ―

１３．SGHの指定が終了した後も、このような課題研究活動を継続すべきだ。
とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

R１
Ｈ３０
Ｈ２９ ― ― ― ―
Ｈ２８ ― ― ― ―

必要性を教職員が感じている結果となった。特に問 1「SGH 活動は重要だと思う」に対して H28
年度（2 年目）は「とてもそう思う」が 49％と過半数を割っていた現状から R1 年度は 78％と 29
％の向上を示している。このように、新しい教育のあり方に対しての認識変化は SGH 事業を契機

とした最も重要な変化であったと捉えている。

 また、問 11 の「SGH を受講するようになり、生徒の進路選択に変化が見られそうだ」に対して

「とてもそう思う」と回答した教職員が H28 年度（2 年目）と比較し 28％向上していることから、

SGH 事業が教職員の受験指導意識にも変化を与えていることが見て取れる。総じて、教職員の意

識変化が顕著に見られた事は SGH 事業の大きな成果であると認識している。

(5)学校における他の要素の変化について（授業、保護者等）

■授業の変化や改革について

①コミュニケーション英語の改革

SGH の指定をきっかけに、英語で課題研究内容を発表する機会が多くなった。これに呼応する

ため、H29 年度より、コミュニケーション英語の改革を推進した。改革の内容は、授業内にて自

らの興味関心に従った社会事象を調べ、まとめ、英語で発表するものだ。相関性については不確

定要素が多いが、先に述べた英語力の向上から見ても、その有効性について一定の評価に値する

と捉えている。

②教員独自の授業法の改革、チャレンジについて

 各教職員がそれぞれ受け持つ授業内において、新たな教授法の開発を行ったり、チャレンジす

る機会が多く見られるようになった。以下、教職員の取り組み例（教職員アンケート調査から抜

粋掲載）「ディスカッション形式の授業が増えた。動画を配信する形式で集合型の授業の排除可

能性を模索している。テストなどでの問い方を変更している。（公民）」「（難易度の高い問題

を）グループで考えさせる機会を設けるようにした。（数学）」「3 学期よりクラッシーの振り返

りアンケートを利用して毎時間答えさせるようになった。また、授業中の解説もなるべく省き、

生徒たちに文法書・単語帳を使って探させた。（国語）」「トピックに関し動画などで導入、その

後関連記事など読んだあとディスカッションなどで深める授業を試している（英語）」。このよ

うな変化は、教員の自主性に基づくものであり、SGH 事業を契機とした大きな変化だと捉えてい

る。

(6)課題や問題点について

 研究開発・実践において課題として明らかになった点を以下にまとめる。

①社会連携のあり方について

 社会連携活動を実施する際、それぞれが連携事業に求める目的を、時間をかけて共有し、ベク

トルをあわせながらプログラムを作成する重要性を感じた。一方向的なプログラムは、連携する

お互いにとって、新たな教育手法開発には繋がりづらい。実現できた際の教育効果は、我々の想

像を越える結果を生むことも分かった。一方で、連携のあり方を、時間をかけて共有する事は物

理的な障壁も生じる。教育機関が一方向的に社会団体（高等教育機関を含む）に連携を求めるだ

けでは教育効果は最大化できない。まずは、我々が何を目的に連携するのかを明確にするカリキ

ュラムマネジメントの重要性を感じている。

②授業評価の手法について

 課題研究の授業評価については様々な見解がある。ルーブリックの活用等において、生徒の活
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動状況を可視化させる事は可能となった。しかし、それを結果としてどのように評価するのかは

答えを出せないままだ。第三者の評価は生徒の意識と活動を促進させる。ルーブリックを活用し、

生徒の自己肯定感を向上させるための評価の手法開発は今後も継続しなくてはならない課題だ。

③フィールドワーク参加生徒と一般生徒のコンピテンシーに基づく成長度合いについて

 先にも述べたように、課題研究用に設定しているカンボジアフィールドワークの参加者は総じ

て、本校の設定するグローバル・リーダーの育成に資する成長を遂げている。一般生徒の意識と

活動も年々向上しており、生徒のみならず教職員の意識やカリキュラムも向上した。一方で、一

般生徒とフィールドワーク参加者の開きをどのように埋めていくかが今後の最大の課題である。

 課題研究を行うにあたっての、調査をはじめとする行動経験が一般生徒との大きな違いだ。一

般生徒は文献研究、国内調査はおこなうものの、現地調査やアクションプランの実践の多くはフ

ィールドワーク参加者に委ねることとなる。この実践に資する行動機会をいかに多く設定するか

が今後の大きな課題だ。

④課題研究の指導方法について

 １年次は 5 年間のオリジナル教材開発を通して、統一教材を用いた授業を展開できるようにな

った。そのため、授業担当者が毎年変わっても対応できる環境整備が整った。一方、2 年次の本格

的な課題研究の指導方法については、画一的手法の開発が難しい現状だ。統一教材は作成してい

るものの、この教材に従った指導法が全てではない。特に問題意識の造成、課題研究テーマの具

体的決定には、生徒の思考や活動をファシリテーションできるか否かという、新たなスキルが必

要だと痛感している。そのため、教材作成が生徒の成長と課題研究のレベル向上を促すことに直

結するとは限らないことが分かった。本校は SGH 対象生徒が全校生徒の 60％であり、1 学年約

260 名の生徒の課題研究を個別最適化させるための効果的手法はこれからも模索しなければなら

ない大きな課題だ。

(7)今後の持続可能性について

 研究開発を終えた取り組みの持続性については、次年度以降、対象生徒を全科コースに拡大（全

生徒受講）して実施することを決定している。また、持続するだけではなく、SGH の取り組みを

更に向上させるために、独自に開発研究を行う。そのため、5 年間の成果と課題を校内議論および

SGH 運営指導委員から頂き、次年度以降の取り組みに対して指針を決める。現在決定している指

針の概要を以下にまとめる。

■対象生徒の拡大について

 SGH 事業では、全校生徒の 60％（約 800 名）を対象に実施した。次年度以降の取り組みに関し

ては、対象を全ての科コースとし、3 年後には全校生徒対象のプログラムとして実施する。

■海外研修の実施について

 SGH 事業で培った海外研修（フィールドワーク）のあり方については、継続して実施する。ま

た、本校は様々な方面へ海外研修を行っており、各海外研修にフィールドワークの手法を取り入

れ、将来的には全ての海外研修がフィールドワークの要素を担保できるように運営する計画であ

る。加えて、次年度以降は生徒の課題研究成果を世界に発信することを目的とした、課題研究ツ

アーの実施を計画している。アジアツアー、ヨーロッパツアー、オセアニアツアー、北米ツアー

など、最終的には 4 方面への実施を目標に海外研修の改革を進める。

■学びの深化プロジェクトの実施

 SGH の 5 年間を通して、課題研究活動を「自分と社会を関連付けて捉えること」「実社会の中
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動状況を可視化させる事は可能となった。しかし、それを結果としてどのように評価するのかは

答えを出せないままだ。第三者の評価は生徒の意識と活動を促進させる。ルーブリックを活用し、

生徒の自己肯定感を向上させるための評価の手法開発は今後も継続しなくてはならない課題だ。

③フィールドワーク参加生徒と一般生徒のコンピテンシーに基づく成長度合いについて

 先にも述べたように、課題研究用に設定しているカンボジアフィールドワークの参加者は総じ

て、本校の設定するグローバル・リーダーの育成に資する成長を遂げている。一般生徒の意識と

活動も年々向上しており、生徒のみならず教職員の意識やカリキュラムも向上した。一方で、一

般生徒とフィールドワーク参加者の開きをどのように埋めていくかが今後の最大の課題である。

 課題研究を行うにあたっての、調査をはじめとする行動経験が一般生徒との大きな違いだ。一

般生徒は文献研究、国内調査はおこなうものの、現地調査やアクションプランの実践の多くはフ

ィールドワーク参加者に委ねることとなる。この実践に資する行動機会をいかに多く設定するか

が今後の大きな課題だ。

④課題研究の指導方法について

 １年次は 5 年間のオリジナル教材開発を通して、統一教材を用いた授業を展開できるようにな

った。そのため、授業担当者が毎年変わっても対応できる環境整備が整った。一方、2 年次の本格

的な課題研究の指導方法については、画一的手法の開発が難しい現状だ。統一教材は作成してい

るものの、この教材に従った指導法が全てではない。特に問題意識の造成、課題研究テーマの具

体的決定には、生徒の思考や活動をファシリテーションできるか否かという、新たなスキルが必

要だと痛感している。そのため、教材作成が生徒の成長と課題研究のレベル向上を促すことに直

結するとは限らないことが分かった。本校は SGH 対象生徒が全校生徒の 60％であり、1 学年約

260 名の生徒の課題研究を個別最適化させるための効果的手法はこれからも模索しなければなら

ない大きな課題だ。

(7)今後の持続可能性について

 研究開発を終えた取り組みの持続性については、次年度以降、対象生徒を全科コースに拡大（全

生徒受講）して実施することを決定している。また、持続するだけではなく、SGH の取り組みを

更に向上させるために、独自に開発研究を行う。そのため、5 年間の成果と課題を校内議論および

SGH 運営指導委員から頂き、次年度以降の取り組みに対して指針を決める。現在決定している指

針の概要を以下にまとめる。

■対象生徒の拡大について

 SGH 事業では、全校生徒の 60％（約 800 名）を対象に実施した。次年度以降の取り組みに関し

ては、対象を全ての科コースとし、3 年後には全校生徒対象のプログラムとして実施する。

■海外研修の実施について

 SGH 事業で培った海外研修（フィールドワーク）のあり方については、継続して実施する。ま

た、本校は様々な方面へ海外研修を行っており、各海外研修にフィールドワークの手法を取り入

れ、将来的には全ての海外研修がフィールドワークの要素を担保できるように運営する計画であ

る。加えて、次年度以降は生徒の課題研究成果を世界に発信することを目的とした、課題研究ツ

アーの実施を計画している。アジアツアー、ヨーロッパツアー、オセアニアツアー、北米ツアー

など、最終的には 4 方面への実施を目標に海外研修の改革を進める。

■学びの深化プロジェクトの実施

 SGH の 5 年間を通して、課題研究活動を「自分と社会を関連付けて捉えること」「実社会の中

で考えたことを実践してみること」が教育効果を最大化させる一つの要因であることがわかった。

先述したように、実社会で行動を起こした生徒は自己肯定感も高い傾向がある。そのため、私学

なりに「社会に開かれた学校」のあり方を継続して模索する。

 その中心となるのは、高校生を中心軸として縦横に広がる社会関係の構築である。この広がり

を生徒の課題研究を中心に捉えた学びの深化プロジェクトを実施する。具体的には、ソーシャル

・リーダーシップ・キャンプで育んだ高校生同士の協働ワークショップの継続実施。県外の高校

生同士で学びあうカンボジア合同研修会の継続実施、世界との協働を実現するための課題研究ツ

ーアおよび、留学生との協働課題研究の更なる推進を実施する。このように、地域社会との協働、

県外を中心とした国内の協働、世界との協働と 3 つのステージを用意することで、生徒が社会で

自己表現できる機会を更に創造する。

■社会連携活動の更なる推進と課題研究の個別最適化の推進

 社会連携活動の重要性は SGH 指定の 5 年を通して必要不可欠であることを学んだ。そのため、

今までは途上国を舞台としたグローバル社会のみに焦点を当てていたが、社会の繋がりやグロー

バル化は地域社会との密接な関係性に基づくことを鑑み、世界と地域とのつながりを俯瞰して捉

えながら課題研究を行う。この変化は、グローバルな課題研究を進めるにあたり、自然発生的に

地域課題研究の要素が生まれてきたことがきっかけである。課題研究の授業こそ、個別最適化に

より生徒の自主性とやる気を育める大切な教育手法であると考えている。このように、生徒の自

主性に対して伴奏者となれるような教育カリキュラム開発に取り組む。

■海外インターシップについて

 海外インターンシップについては、構想段階ではあるが、今まで多くの海外企業や NPO などの

社会団体と連携してきた経験と関係性を踏まえて実施できるように準備を進める予定である。2~3
週間程度のインターンシップを模索している。

■グローバル・リーダーに求める資質（コンピテンシー）の改訂

 5 年間の開発研究を終え、今までの経験を踏まえたコンピテンシーの再考を行った。SGH 事業

の振り返りから、以下 5 つに改定し、次年度以降の教育プログラムを改革する。①「メタ認知力

の育成」に取り組み、社会に生きる私を主体的に考えられる人を育てる。②「分析力の向上」に

取り組み、課題分析力、社会的妥当性、論理力を更に向上させる。③「発想力の向上」に取り組

み、イノベーションへの意識醸成と自らの思案する行動策定の深化を目指す。④「行動・実践力

の向上」に取り組み、社会で実践することで、課題研究に対する主体性を育む。⑤「ソーシャル・

マインドの育成」に取り組み、今までよりも更に社会を俯瞰して捉え、社会や異文化を多面的に

捉える力を育む。

■管理機関の関わり方について

 管理機関としても、課題研究の教育的効果を基にその重要性を十分に理解している。特に SGH
の経験から人員配置での配慮は必要不可欠な支援だと捉えている。また、必要経費については、

実施校担当者との会議を重ねながら十分な支援を目指す。

【担当者】

担当課 SGH 運営部 ＴＥＬ 086-942-3864
氏 名 橋ヶ谷 多功 ＦＡＸ 086-943-8040
職 名 SGH 運営部長 e-mail hashigaya@gakugeikan.ed.jp
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特筆すべき実施報告を以下に掲載し、研究完了報告書の内容を補足する。主に開発実績

を中心に掲載する。

３－１．ＳＧＨ運営体制

令和元年度のＳＧＨ運営体制は今年度も校内分掌にてＳＧＨ運営部を設置して、ＳＧＨ

事業の研究開発および実施を行った。本年度は昨年の２６名人員配置を行い、教科間連携

への可能性も鑑み運営体制を整えた。また、ＳＧＨ運営部会を担当学年ごとに定期的に実

施し、授業内容の確認と進捗状況の共有を年間通して行った。

各教員の専門教科においては７科目であり、将来の目標である教科のＳＧＨ化に向けて

も重要な人員配置とすることができた。 対象クラス担任団のうち ％の教員が 事

業に関係することで、全科コースへの取り組み強化と周知を進めている。

令和元年度 ＳＧＨ運営部教職員一覧

所属 担当教科 教職員名

ＳＧＨ担当教頭 数学 ○三宅 徹生

入試広報教頭 地歴公民 情報 小笠原 健二

ＳＧＨ運営部長 公民 ○橋ヶ谷 多功

ＳＧＨ運営副部長、医進コース 年担任 理科 ○音田 高志

スーパー コース３年生担任 理科 ○木下 秋

英語科長、英語科 年担任 英語 松本 敦子

清秀中学校３年生担任 英語 青木 俊道

清秀高等部 年生担任 英語 野山 敦彦

英語科３年生担任 英語 瀧川 知世

非常勤講師 英語 墨江 尚子

英語科２年生担任 英語 ニコル ジェームズ

特別進学コース３年生担任 英語 金田 泰弘

スーパー コース 年生担任 英語 高橋 優香

スーパー コース１年生担任 地歴公民 宇根 亮佑

スーパー コース３年生担任 地歴公民 羽多 修一

特別進学コース１年生主任・担任 地歴公民 茅原 康匡

医進コース３年生担任 地歴公民 藤田 夏子
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医進コース３年生担任 理科 吉岡 希裕

特別進学コース３年生担任 理科 齋藤 直斗

医進コース長 理科 柳 雅之

特別進学コース 年生担任 保健体育 三村 力丸

特別進学コース３年生担任 保健体育 今井 大輔

スーパー コース 年生担任 数学 上村 彩門

スーパー コース２年生担任 数学 正躰 一将

特別進学コース１年生担任 国語 中村 優理香

事務職員 ― 守屋 雅子

※○運営コアメンバー

担当教員専門教科人数一覧

国語 数学 英語 理科 地歴公民 保体 情報 事務

名 名 名 名 名 名 名 名

令和元年度 運営指導委員一覧

所属 役職 委員名

立教大学
立教大学経営学部国際経営学科 教授

立教大学グローバル教育センター長
○松本 茂

重井医学研究所 名誉所長、理学博士 沖垣 達

岡山ユネスコ協会 副会長、理事 藤木 茂彦

ベネッセホールディングス 執行役員 藤井 雅徳

※○運営指導委員長

３－２．国内外研修（抜粋掲載）

国内外研修は本校主催の研修会、各課題研究に関わる国内外フィールドワーク、外部団

体の学生向け研修の実施・参加を行った。本年度は積極的に研修の機会を設けたことによ

り、多くの生徒の参加を促すことができたと自負している。ここでは特筆すべき国内外研

修を抜粋報告する。
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医進コース３年生担任 理科 吉岡 希裕

特別進学コース３年生担任 理科 齋藤 直斗

医進コース長 理科 柳 雅之

特別進学コース 年生担任 保健体育 三村 力丸

特別進学コース３年生担任 保健体育 今井 大輔

スーパー コース 年生担任 数学 上村 彩門

スーパー コース２年生担任 数学 正躰 一将

特別進学コース１年生担任 国語 中村 優理香

事務職員 ― 守屋 雅子

※○運営コアメンバー

担当教員専門教科人数一覧

国語 数学 英語 理科 地歴公民 保体 情報 事務

名 名 名 名 名 名 名 名

令和元年度 運営指導委員一覧

所属 役職 委員名

立教大学
立教大学経営学部国際経営学科 教授

立教大学グローバル教育センター長
○松本 茂

重井医学研究所 名誉所長、理学博士 沖垣 達

岡山ユネスコ協会 副会長、理事 藤木 茂彦

ベネッセホールディングス 執行役員 藤井 雅徳

※○運営指導委員長

３－２．国内外研修（抜粋掲載）

国内外研修は本校主催の研修会、各課題研究に関わる国内外フィールドワーク、外部団

体の学生向け研修の実施・参加を行った。本年度は積極的に研修の機会を設けたことによ

り、多くの生徒の参加を促すことができたと自負している。ここでは特筆すべき国内外研

修を抜粋報告する。

■カンボジア合同研修会（国内）

研修名 カンボジア合同研修会

実施日 年 月 ～ 日（１泊２日）

開催場所 国立オリンピック青少年センター（国際交流棟）

参加者数
生徒 名、教職員 名、留学生 名 合計 名

（カンボジアを対象とした課題研究を行っている全国の高校より参加）

参加校

（和歌山県）和歌山信愛中学校高等学校

（東 京 都）啓明学園高等学校

（広 島 県）広島女学院中学高等学校

（東 京 都）昭和女子大学附属昭和高等学校・・・本年度幹事校

（岡 山 県）岡山学芸館高等学校・・・・・・・・本年度幹事校

順不同

講師

昭和女子大学 准教授

米 倉 雪 子 先 生

ファシリテーター

昭和女子大学附属昭和高等学校 カンボジア留学生 名

主旨

目的

【主旨】

「スーパーグローバルハイスクール」や「地域との協同による高等学校教

育推進事業」等の活動で、カンボジアをフィールドとした課題研究を行っ

ている高校が一堂に集い、各学校が研修を通して学んだ情報や知識を発表

し、意見交換を行いながら課題の共有を行った。

【目的】

本研修会は、他校の生徒と経験を共有し、グローバル人材として途上国に

どのような社会的貢献ができるかを考えながら、将来のグローバル人材と

して新たな一歩を踏み出す機会とすることを目的として行った。

内容

【１日目】

①研究発表（各校 分）：

各校が実践的に取り組んでいるカンボジアの課題研究をプレゼンテー

ションしてもらいながら、質疑応答を通して各校の取り組みの意図と成

果を検証した。この研究発表会を通して、本研修の目的のひとつである

情報と課題の共有を図ることができた。

31



②基調講演 米倉雪子先生：

講演タイトル：「人々の役に立つ国際協力とは」

米倉雪子先生が行っているカンボジアの支援活動の事例を紹介しても

らいながら、カンボジアの現状と支援活動のあり方について話を聞かせ

て頂いた。この講演を通して、カンボジアの課題解決のために、高校生

として何ができるかを深く考えることができた。

【 日目】

①ラーニング・ワークショップ：

他校の生徒と数名のグループに分かれ、基調講演の内容をもとに、カン

ボジアの支援活動についての評価のあり方について考察した。また、各

グループで考察した内容をプレゼンテーションしながら、カンボジアに

おける支援活動について深く考えた。同世代の高校生とカンボジアにつ

いて語り合うことで、自分自身の考えや価値観を大きく変える機会とな

った。

②教員情報交換会：
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②基調講演 米倉雪子先生：

講演タイトル：「人々の役に立つ国際協力とは」

米倉雪子先生が行っているカンボジアの支援活動の事例を紹介しても

らいながら、カンボジアの現状と支援活動のあり方について話を聞かせ

て頂いた。この講演を通して、カンボジアの課題解決のために、高校生

として何ができるかを深く考えることができた。

【 日目】

①ラーニング・ワークショップ：

他校の生徒と数名のグループに分かれ、基調講演の内容をもとに、カン

ボジアの支援活動についての評価のあり方について考察した。また、各

グループで考察した内容をプレゼンテーションしながら、カンボジアに

おける支援活動について深く考えた。同世代の高校生とカンボジアにつ

いて語り合うことで、自分自身の考えや価値観を大きく変える機会とな

った。

②教員情報交換会：

各学校が抱えている問題点や課題について共有しながら、意見交換会を

行った。フィールドワークの実施形態や内容、課題研究の実施と運営方

法などについて各校の実践活動例を伺いながら、共通し合う問題や課題

についての議論を深めあった。

活動内容

【 日目】 月 日（土）

： ・・・受付開始

： ・・・

ファシリテーター 昭和女子大学附属高校 生徒

： ・・・全体会①（各校プレゼンテーション）

発表時間各校 分（質疑応答を含む）

： ・・・基調講演

昭和女子大学国際関係学部

准教授 米 倉 雪 子 先生

： ・・・諸連絡・夕食（留学生との交流・意見交換）

： ・・・全体会②（グループワーク）

： ・・・諸連絡・入浴・就寝

【 日目】 月 日（日）

： ・・・朝食

： ・・・集合・諸連絡

： ・・・全体会③（ラーニング・ワークショップ）

： ・・・セッション報告

： ・・・閉会

： ・・・昼食・懇親

： ・・・解散

■ソーシャルリーダーシップ・オータムキャンプ（国内）

研修名 ソーシャルリーダーシップ・キャンプ

実施日 年 月 ～ 日（ 日間）

開催場所 岡山学芸館高等学校

参加者数
生徒 名、教職員 名、 ・ 関係者 名 合計 名

（東京都と岡山県の つの との連携事業）

協力団体
【主 催】

・ 法人日本ファンドレイジング協会
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・岡山学芸館高等学校

【協 力】

・ 法人 ハート・オブ・ゴールド

・国際協力 社会開発機構（ － ）

・ 法人 チャリティサンタ岡山支部

・岡山市北区真星町内会

順不同

講師

・ 法人日本ファンドレイジング協会

大 石 俊 輔 様

・ 法人ハート・オブ・ゴールド

井 上 恭 子 様

・国際協力 社会開発機構（ － ）

山 上 正 道 ・ 渡 辺 陽 子 様

・ 法人 チャリティサンタ岡山支部

河 津 泉 様

・岡山市北区真星町内会

田 口 琢 磨 様

順不同

主旨

目的

本研修は、岡山学芸館高等学校と日本ファンドレイシング協会のプログラ

ムに基づいて、受講者各自が社会に貢献することに対して、自分なりの答

えを持つことを目指して行った。また、実社会の抱える社会課題に対して、

私たちができることを現実的に考え、行動を起こすイメージを作り上げる

ことを目的としている。

内容

【１日目】

展開ワーク①：社会貢献マインドの育成

法人ファンドレイジング協会の大石先生より、「なぜ社会貢献を行

いたいと思うのか？」という問題を提起され、客観的な視点から社会貢

献活動についての捉え直しを行った。このワークショップを通して、貢

献してもらった人の気持ちになって考えたことにより、社会貢献活動の

必要性や重要性を理解することができた。
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・岡山学芸館高等学校

【協 力】

・ 法人 ハート・オブ・ゴールド

・国際協力 社会開発機構（ － ）

・ 法人 チャリティサンタ岡山支部

・岡山市北区真星町内会

順不同

講師

・ 法人日本ファンドレイジング協会

大 石 俊 輔 様

・ 法人ハート・オブ・ゴールド

井 上 恭 子 様

・国際協力 社会開発機構（ － ）

山 上 正 道 ・ 渡 辺 陽 子 様

・ 法人 チャリティサンタ岡山支部

河 津 泉 様

・岡山市北区真星町内会

田 口 琢 磨 様

順不同

主旨

目的

本研修は、岡山学芸館高等学校と日本ファンドレイシング協会のプログラ

ムに基づいて、受講者各自が社会に貢献することに対して、自分なりの答

えを持つことを目指して行った。また、実社会の抱える社会課題に対して、

私たちができることを現実的に考え、行動を起こすイメージを作り上げる

ことを目的としている。

内容

【１日目】

展開ワーク①：社会貢献マインドの育成

法人ファンドレイジング協会の大石先生より、「なぜ社会貢献を行

いたいと思うのか？」という問題を提起され、客観的な視点から社会貢

献活動についての捉え直しを行った。このワークショップを通して、貢

献してもらった人の気持ちになって考えたことにより、社会貢献活動の

必要性や重要性を理解することができた。

展開ワーク②：学びの再確認

展開ワーク①で社会貢献のあり方について学んだ後、本校の学びを再確

認しながら、行動を起こす時には、その対象となる出来事や問題点を「構

造的に捉える必要性がある」ことについて、本校の橋ヶ谷先生よりレク

チャーしてもらった。さまざまな問題を構造的に捉えることは、社会貢

献行動をする際に必要不可欠なことであることを再認識させ、この後の

ワークを具体的行動に落とし込んでいった。

ケーススタディ・ヒアリング：

展開ワーク①と②で社会貢献マインドについて再確認した後、岡山の

や の各種団体から現在取り組んでいる社会貢献活動や、今後活

動していきたいと考えているテーマや課題等についてレクチャーを受

けた。このレクチャーをもとにして、自分の興味関心も持った団体を選

択し、各団体ごとのレクチャーを受けた。選択後は、生徒がさらに詳し

いヒアリングを各種団体に行い、より詳細な内容を自分達の手でつかみ

とる訓練を行った。このヒアリングを通して、社会貢献活動とは何かを

深く学ぶことができた。
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【２日目】

グループ発表：（各グループ 分）

日目は、昨晩各グループでヒアリングし、議論した内容の発表を行った。

それぞれの表現方法は自由とし、自分達の考えをアウトプットした。高校

生として、いま私たちができる社会貢献活動とは何かを、各種団体のヒア

リグを通して考察し、各グループで自分たちの考えを共有しあうことで、

どのような社会貢献活動が今後必要になってくるのかを再認識した。

活動内容

【 日目】 月 日（土）

～ ・・・受付

～ ・・・アイスブレイク・展開ワーク①

～ ・・・休憩

～ ・・・展開ワーク②

～ ・・・ケースステディ

～ ・・・休憩

～ ・・・ヒアリング（各団体別に分かれて実施）

～ ・・・終了ガイダンス

【 日目】 月 日（日）

～ ・・・受付

～ ・・・ガイダンス

～ ・・・まとめ作業

～ ・・・発表（各グループ 分）

～ ・・・審査・休憩

～ ・・・講評

～ ・・・振返りワーク

～ ・・・交流 ・解散
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【２日目】

グループ発表：（各グループ 分）

日目は、昨晩各グループでヒアリングし、議論した内容の発表を行った。

それぞれの表現方法は自由とし、自分達の考えをアウトプットした。高校

生として、いま私たちができる社会貢献活動とは何かを、各種団体のヒア

リグを通して考察し、各グループで自分たちの考えを共有しあうことで、

どのような社会貢献活動が今後必要になってくるのかを再認識した。

活動内容

【 日目】 月 日（土）

～ ・・・受付

～ ・・・アイスブレイク・展開ワーク①

～ ・・・休憩

～ ・・・展開ワーク②

～ ・・・ケースステディ

～ ・・・休憩

～ ・・・ヒアリング（各団体別に分かれて実施）

～ ・・・終了ガイダンス

【 日目】 月 日（日）

～ ・・・受付

～ ・・・ガイダンス

～ ・・・まとめ作業

～ ・・・発表（各グループ 分）

～ ・・・審査・休憩

～ ・・・講評

～ ・・・振返りワーク

～ ・・・交流 ・解散

【振返りシート（抜粋掲載）】
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■ 岡山保健大臣会合（国内）

研修名 岡山保健大臣会合

実施日 年 月 ～ 日（ 日間）

開催場所 ホテルグランヴィア岡山

参加者数
生徒 名（本校生徒 名）、教職員名 名 合計 名

（岡山県下の 指定校 校がすべて参加）

提言者

【提言者】

・岡山県立岡山操山高等学校 名

・岡山県立城東高等学校 名

・岡山学芸館高等学校 名

順不同

主旨

目的

本会合は、① （ユニバーサル・ヘルス・ガバレッジ）の達成、②高齢

化への対応、③ （薬剤耐性）を含む健康危機への対応などについて、

厚生労働大臣が今後の方向性を盛り込んだ大臣宣言を採択した。そのなか

で、岡山県の高校生 名は、女性を取り巻く保健医療問題について、日頃

から行っている課題研究を英語で発表し、持続可能な社会の実現に向けた

社会のあり方について政策提言した。

提言内容

【岡山県立城東高等学校】

昨年、私たちが住む岡山県では豪雨災害があり、 人の犠牲者と約

人の人々が避難生活を送らなければならない状態となった。そのとき、

食料品の支援は十分ではあったが、生理用品等の支援は不足している状

況であった。また、支給されても生理用品をもうらうことがきまづかっ

た、周りの男性の意識が低かった、生活しづらかったなどの声も上がっ

ていた。日本でも月経に対して無知と無理解が残っているが、この問題

は物資的な支援、金銭的な支援だけでは解決できない。人々の月経に関

する知識と理解が何よりも必要であることを提言した。

【岡山県立岡山操山高等学校】

岡山県は瀬戸内海に面している。岡山県には の離島が点在しており、

人々が生活している離島は 島、そのうち医療機関のある離島は 島、

産婦人科のある離島は存在しない。離島における医師不足は課題となっ

ており、その課題に対して日本は 年代から遠隔医療の取り組みが

始まった。その結果、 年の時点で ％の離島でブロードバンド

が利用可能となり、妊婦の胎児遠隔モニタリングなど、離島の医師不足

環境のなかで有用な手段となっている。 年の国連の報告書による
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と、妊婦死亡率の ％が十分な保健医療を受けれない貧しい国々で起

こっているが、アフリカ全体における携帯電話の人口普及率は 年

時点で ％であり、目覚ましい勢いで通信環境が整備されている。

参加国が中心となり、遠隔周産期医療に対する環境整備や技術支援

を行うことで、保健医療を求める妊産婦に大きく貢献できるのではない

かと提言した。

【岡山学芸館高等学校】

昨年、ミャンマーとカンボジアに渡航し、現地の保健医療の現状を見て

きた。ミャンマーでは、病院に通うことができない、妊婦が病院で出産

する選択をしないという現状があった。また、カンボジアでは子どもた

ちが保健教育を受けることができないため、自分の体のことすら勉強せ

ず、社会に出て行く現状を知った。この現状を変えるために、私たちは

カンボジアでの保健教育の推進に向け、岡山の と共同して、自分の

体のことを知るための事業を展開している。 が世界的な保健課題と

して知られている今日、開発発展途上国では保健教育において大きな課

題を持っている。開発発展途上国の女性と子どもが保健医療の分野にお

いて危機的状況にあることを、世界中の人々が認知することから始めな

ければならないのではないかと提言した。

事前準備

【地元高校生による政策提言までの取り組み】 
①参加校教員打合せ会 
・実施日： 年 月 17日（金） 
・場 所：岡山市役所本庁 
・参加者：岡山県立操山高等学校、岡山県立城東高等学校、岡山学芸館高

等学校、岡山市政策局 G20保健大臣会合推進室職員、岡山県県
民生活部国際課職員、岡山県教育庁高校教育課職員 

・内 容：提言の策定方法やスケジュールについて協議
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と、妊婦死亡率の ％が十分な保健医療を受けれない貧しい国々で起

こっているが、アフリカ全体における携帯電話の人口普及率は 年

時点で ％であり、目覚ましい勢いで通信環境が整備されている。

参加国が中心となり、遠隔周産期医療に対する環境整備や技術支援

を行うことで、保健医療を求める妊産婦に大きく貢献できるのではない

かと提言した。

【岡山学芸館高等学校】

昨年、ミャンマーとカンボジアに渡航し、現地の保健医療の現状を見て

きた。ミャンマーでは、病院に通うことができない、妊婦が病院で出産

する選択をしないという現状があった。また、カンボジアでは子どもた

ちが保健教育を受けることができないため、自分の体のことすら勉強せ

ず、社会に出て行く現状を知った。この現状を変えるために、私たちは

カンボジアでの保健教育の推進に向け、岡山の と共同して、自分の

体のことを知るための事業を展開している。 が世界的な保健課題と

して知られている今日、開発発展途上国では保健教育において大きな課

題を持っている。開発発展途上国の女性と子どもが保健医療の分野にお

いて危機的状況にあることを、世界中の人々が認知することから始めな

ければならないのではないかと提言した。

事前準備

【地元高校生による政策提言までの取り組み】 
①参加校教員打合せ会 
・実施日： 年 月 17日（金） 
・場 所：岡山市役所本庁 
・参加者：岡山県立操山高等学校、岡山県立城東高等学校、岡山学芸館高

等学校、岡山市政策局 G20保健大臣会合推進室職員、岡山県県
民生活部国際課職員、岡山県教育庁高校教育課職員 

・内 容：提言の策定方法やスケジュールについて協議

②厚生労働省職員による特別授業

・実施日： 年 月 日（水）

・場 所：ほっとプラザ大供

・講 師：厚生労働省大臣官房国際課

厚生労働関係閣僚会合等開催準備室職員 名

・内 容：①自己紹介とアイスブレイク

②レクチャー：

「提言書作成にあたって大事な背景を知ろう」

“ ”とは

保健大臣会合の経緯とテーマ

高校生徒の交流事業について

③ 岡山県保健大臣会合支援推進協議会第 回総会での模擬発表

・実施日： 年 月 日（月）

・場 所：ホテルメルパルク岡山

・発表者：岡山県立操山高等学校 3名、岡山県立城東高等学校 1名、岡山
学芸館高等学校 4名

日程表

【 日目】 年 月 日（土）

～ ・・・保健大臣会合 開会セッション

地元高校生による政策提言発表

岡山市長によるプレゼンテーション

～ ・・・保健大臣会合 セッション

テーマ：

～ ・・・昼食（地元小学生による歓迎）
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～ ・・・保健大臣会合 セッション

テーマ：高齢化

～ ・・・コーヒーブレイク

～ ・・・保健大臣会合 セッション

テーマ：健康危機・

～ ・・・フォトセッション・厚生労働大臣主催夕食会

【 日目】 年 月 日（日）

～ ・・・保健大臣会合

シュミレーション・エクササイズ

～ ・・・コーヒーブレイク

～ ・・・保健大臣会合

大臣宣言採択

閉会のあいさつ

～ ・・・昼食

～ ・・・エクスカーション

岡山北長瀬

岡山大学病院

岡山後楽園

岡山城
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～ ・・・保健大臣会合 セッション

テーマ：高齢化

～ ・・・コーヒーブレイク

～ ・・・保健大臣会合 セッション

テーマ：健康危機・

～ ・・・フォトセッション・厚生労働大臣主催夕食会

【 日目】 年 月 日（日）

～ ・・・保健大臣会合

シュミレーション・エクササイズ

～ ・・・コーヒーブレイク

～ ・・・保健大臣会合

大臣宣言採択

閉会のあいさつ

～ ・・・昼食

～ ・・・エクスカーション

岡山北長瀬

岡山大学病院

岡山後楽園

岡山城

■ 海外フィールドワーク（カンボジア現地調査）・・・１年生

研修名 海外フィールドワーク（カンボジア現地調査）

実施日 年 月 ～ 日（ 泊 日）

渡航場所 カンボジア王国・シェムリアップ州

参加者数 生徒 名、教職員２名 合計 名

主旨

目的

【主旨】

この海外フィールドワークは、今年度の学びの集大成とし、今までの学

習の成果として自ら問題意識を発見するために行う。現地の現状・実情

を把握するため質問・ヒアリング調査を主体的に行い、 ＆

（社会的事象を構造的に見ること）を意識して、社会を捉える目を養う

ことを目的としている。

【目的】

１年生の渡航目的は現地を見て、現状を理解すること。この経験を元に

来年度の課題研究につなげていくことを目的としている。そのため、多

くの場所を訪問し、各場所の現状と社会課題を現地との交流を通して把

握していく。また、その経験を踏まえて、各々が考えたこと、感じたこ

とを全体シェアし、思考を更に深めるための振り返りミーティングを毎

晩行った。また、今回のヒアリングシートはまとめた上で、来年度全体

に共有する。

内容

【 日目】 年 月 日（水）

①ソムダイアウ高校 訪問：

姉妹校であるソムダイアウ高校に訪問した。高校生の生活実態調査や交

流などを行うことができた。また、２年生ソーシャルビジネスゼミから

の依頼でアンケート調査も実施した。
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②むつみ日本語学校 訪問：

法人日本カンボジア教育支援協会が運営する「むつみ日本語学校」

を訪問した。校長の桧尾睦先生から学校を運営している想いや現状をお

聞きした。また、本校に留学経験のあるチョンパー先生から、教育への

想いや大切にしていることなどをお聞きした。

【 日目】 年 月 日（木）

①社会活動家の西さんの活動に帯同：

キャンディーアンコールの西氏の活動に帯同させて頂いた。西氏はシェ

ムリアップ郊外で古着配布活動を行っているが、ただ単に配るのではな

く、一人一人性別、年齢、体型を見て、すべて一つ一つ手渡しで配布す

る。このように配布する理由を直接伺い、貢献活動の意味や古着を配る

意味を理解することができた。また、チャイルドカードという取り組み

も行っておられる。この活動は貧困家庭にけがや病気を患った際、無料

で病院にかかれるシステムである。この活動を始めようとしたきっかけ

となった子どもへの接見、西さんの想いを伺った。
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②むつみ日本語学校 訪問：

法人日本カンボジア教育支援協会が運営する「むつみ日本語学校」

を訪問した。校長の桧尾睦先生から学校を運営している想いや現状をお

聞きした。また、本校に留学経験のあるチョンパー先生から、教育への

想いや大切にしていることなどをお聞きした。

【 日目】 年 月 日（木）

①社会活動家の西さんの活動に帯同：

キャンディーアンコールの西氏の活動に帯同させて頂いた。西氏はシェ

ムリアップ郊外で古着配布活動を行っているが、ただ単に配るのではな

く、一人一人性別、年齢、体型を見て、すべて一つ一つ手渡しで配布す

る。このように配布する理由を直接伺い、貢献活動の意味や古着を配る

意味を理解することができた。また、チャイルドカードという取り組み

も行っておられる。この活動は貧困家庭にけがや病気を患った際、無料

で病院にかかれるシステムである。この活動を始めようとしたきっかけ

となった子どもへの接見、西さんの想いを伺った。

②ゴミの最終処分場 視察：

ゴミの最終処分場に訪問した。州政府環境局の方にヒアリング調査をさ

せて頂いた。環境局は積極的にゴミの分別の推進のために市内小学校へ

の出前授業を行っているとのことだった。また、カンボジアの人々はほ

とんどゴミを出さず、ゴミの発生源の多くは観光客に起因する事実を聞

き、私たちにとって衝撃的であった。今回の視察でゴミ山生活者の数が

減っていることがわかった。その理由は、都市部への雇用が拡大したた

めだ。しかし、これまでゴミ山生活者がいたことでゴミが分別されてい

たが、その人たちが減少するということは、ゴミが分別されないまま埋

め立てられるため、新たな環境問題を引き起こす危険性があることがわ

かった。

③ 訪問（バナナペーパー工場の見学）：

は、シェムリアップ郊外のアンルンピー村にあるゴミ山集積場で

働く人々に、ゴミに依存しない生活を提供するために、バナナペーパー

やものづくりを軸にした雇用事業や語学学校などの教育事業も展開し

ている。この事業を興した山勢拓弥氏より話を伺い、事業を展開しよう

と思った経緯と現在の活動状況、今後の活動計画について話を伺った。
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【 日目】 年 月 日（金）

①コムルー村保育園 訪問：

大房氏が運営している、保育園に訪問した。この保育園は貧困から抜け

出すために、世帯収入を上げる必要があることに着目して設置した保育

園である。保育園の先生方にヒアリング調査をさせて頂き、現在困って

いることなどを伺うことができた。また、２年生の作成した支援物資も

提供し、その効果測定に関するヒアリング調査も行った。

②スラム街 訪問：

スラム街で活動している社会活動家の大房氏にご協力頂き、スラム街の

現状についてレクチャー頂いた。また、カンボジアの歴史や現状、スラ

ム街の成り立ちについて講義をして頂き、「先入観」について思考を深

めるきっかけを頂いた。

③ （ニューチャイルドケアセンター）訪問：

法人ハート・オブ・ゴールドが運営するニューチャイルドケアセン

ターに訪問した。ここでは様々な理由により親元を離れ、集団生活を営

みながら生活を送っている子どもや青年たちがいる。交流を行いなが

ら、施設やこの地域の現状などを伺い、改めてシェムリアップ郊外にお

ける現状を知ることができた。また、本施設出身のスタッフで、本校元

留学生のスライノッチさんから や仕事への想いを伺ったり、 年

生の食育教育ゼミから依頼されたレクチャーも行わせて頂いた。
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【 日目】 年 月 日（金）

①コムルー村保育園 訪問：

大房氏が運営している、保育園に訪問した。この保育園は貧困から抜け

出すために、世帯収入を上げる必要があることに着目して設置した保育

園である。保育園の先生方にヒアリング調査をさせて頂き、現在困って

いることなどを伺うことができた。また、２年生の作成した支援物資も

提供し、その効果測定に関するヒアリング調査も行った。

②スラム街 訪問：

スラム街で活動している社会活動家の大房氏にご協力頂き、スラム街の

現状についてレクチャー頂いた。また、カンボジアの歴史や現状、スラ

ム街の成り立ちについて講義をして頂き、「先入観」について思考を深

めるきっかけを頂いた。

③ （ニューチャイルドケアセンター）訪問：

法人ハート・オブ・ゴールドが運営するニューチャイルドケアセン

ターに訪問した。ここでは様々な理由により親元を離れ、集団生活を営

みながら生活を送っている子どもや青年たちがいる。交流を行いなが

ら、施設やこの地域の現状などを伺い、改めてシェムリアップ郊外にお

ける現状を知ることができた。また、本施設出身のスタッフで、本校元

留学生のスライノッチさんから や仕事への想いを伺ったり、 年

生の食育教育ゼミから依頼されたレクチャーも行わせて頂いた。

【 日目】 年 月 日（土）

①チェイ小学校 訪問：

学校評価でシェムリアップ州第二位を獲得したことのあるチェイ小学

校を訪問し、校長先生から学校の成り立ちと、高い評価を獲得した背景、

取り組み内容等を説明してもらった。また、我々が学校支援を行う際に

大切にしなくてはならないことなどをヒアリング調査させて頂いた。

②トンレサップ湖 調査

東南アジア最大級の湖であるトンレサップ湖で生活をしている水上生

活者の方々にヒアリング調査し、水質の変化と漁獲量の変化、生活の様

子などを伺った。また、トンレサップ湖を船で巡ることによって、湖の

汚れや異臭を肌で感じ、カンボジアの水問題についての現状を知った。
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【 日目】 年 月 日（日）

① （リエポン村）訪問

リエポン村の雇用促進や村のマネジメント事業を展開している

の内田氏から、リエポン村の状況などを伺いながら、村の雇

用促進のために行っているゴミから作るキーホルダー事業や村のマネ

ジメント事業についてレクチャーを受けた。

【 日目】 年 月 日（月）

①アンコール・トム 見学

②タプロム遺跡見学

③アンコール・ワット見学
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【 日目】 年 月 日（日）

① （リエポン村）訪問

リエポン村の雇用促進や村のマネジメント事業を展開している

の内田氏から、リエポン村の状況などを伺いながら、村の雇

用促進のために行っているゴミから作るキーホルダー事業や村のマネ

ジメント事業についてレクチャーを受けた。

【 日目】 年 月 日（月）

①アンコール・トム 見学

②タプロム遺跡見学

③アンコール・ワット見学

年 月 岡山学芸館高等学校ＳＧＨ カンボジアフィールドワーク（ 年生）

日 程 表
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■ 海外フィールドワーク（カンボジア フィールドワーク）・・・ 年生

研修名 海外フィールドワーク（カンボジア）

実施日 年 月 ～ 日（ 泊 日）

渡航場所 カンボジア王国・シェムリアップ州

参加者数 生徒 名、教職員 名 合計 名

主旨

目的

【主旨】

この海外フィールドワークは、昨年度の学びを生かしながら、今までの

学習成果として自ら問題意識を発見し、考え行動するという作業の集大

成とする。

【目的】

研究課題が設定された後の渡航となるため、自らの研究的見地からカン

ボジアを見直すとともに、現地と協働することを目的としている。

内容

このフィールドワークでは課題研究の調査と実践活動を中心に行った

ため、ここでは特に掲載すべき内容のみ抜粋掲載する。

【 日目】 年 月 日

①チェイ小学校 訪問：

・学校長・副校長より講話

・学校職員へのヒアリング調査

・保健事業の打合せ

②産業廃棄物処分場 訪問：

・最終処分場 見学

・環境局職員へのヒアリング調査

③バナナ・ペーパー工房 訪問：

・山勢拓弥氏の講演

・工房の見学

・山勢氏へのヒアリング調査

【 日目】 年 月 日

① （ニューチャイルドケアセンター） 訪問：

・栄養保健ゼミ実践活動（レシピ作りなど）

・スライノッチ氏による講話
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■ 海外フィールドワーク（カンボジア フィールドワーク）・・・ 年生

研修名 海外フィールドワーク（カンボジア）

実施日 年 月 ～ 日（ 泊 日）

渡航場所 カンボジア王国・シェムリアップ州

参加者数 生徒 名、教職員 名 合計 名

主旨

目的

【主旨】

この海外フィールドワークは、昨年度の学びを生かしながら、今までの

学習成果として自ら問題意識を発見し、考え行動するという作業の集大

成とする。

【目的】

研究課題が設定された後の渡航となるため、自らの研究的見地からカン

ボジアを見直すとともに、現地と協働することを目的としている。

内容

このフィールドワークでは課題研究の調査と実践活動を中心に行った

ため、ここでは特に掲載すべき内容のみ抜粋掲載する。

【 日目】 年 月 日

①チェイ小学校 訪問：

・学校長・副校長より講話

・学校職員へのヒアリング調査

・保健事業の打合せ

②産業廃棄物処分場 訪問：

・最終処分場 見学

・環境局職員へのヒアリング調査

③バナナ・ペーパー工房 訪問：

・山勢拓弥氏の講演

・工房の見学

・山勢氏へのヒアリング調査

【 日目】 年 月 日

① （ニューチャイルドケアセンター） 訪問：

・栄養保健ゼミ実践活動（レシピ作りなど）

・スライノッチ氏による講話

②農家家庭状況実態調査：

・ 家庭程度に生活実態調査を行う

③ 塚本氏の講話：

・カンボジアの医療問題の現状を伺う

・カンボジアの医療現場の見学

④現地の病院訪問：

・塚本氏に病院案内

・医師へのヒアリング調査

【 日目】 年 月 日

① （リエポン村）訪問：

・内田氏の講話

・村の現状と雇用事業の取り組みを調査

【 日目】 年 月 日

①コムルー村 訪問：

・保育園の先生へのヒアリング

・保育園児との交流

・幼児教育ゼミの実践活動（おもちゃ贈呈）

・栄養保健ゼミの実践活動

・支援物資の贈呈

②スラム街 訪問：

・大房氏による講話

・スラム住民へのヒアリング調査

③ 訪問：

ソーシャルビジネスゼミでお世話になって

いるカンボジアのアパレルブランドである

「 」の額田氏より、貢献活動とビジ

ネスという観点から講話を頂いた。

の企業理念などを通して、社会に貢献するこ

とはボランティアであると決めつけていた生徒たちの視野が広がる素

晴らしい経験となった。また、商品開発を一緒に行う計画をした。
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【 日目】 年 月 日

①ソムダイアウ高校 訪問：

・学校紹介プレゼンテーション

・現地高校生とディスカッション

・現地高校生にヒアリング調査

②チョンクニア小学校訪問：

・現地の小学生に環境教育をレクチャー

・小学生との交流

③トンレサップ湖 ゴミ拾い活動：

昨年に引き続き、トンレサップ湖の環境

改善のために現地住民と協働したゴミ拾

い活動を実施した。今年も約 名の方々

にご参加頂き、実施することができた。

今年度はアンケートを見直し、トンレサ

ップ湖に対する意識や自然環境、水環境

に関する意識調査を的確に行えるように

努めた。

【 日目】 年 月 日

・アンコール・トム 見学

・タプロム遺跡見学

・アンコール・ワット見学
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【 日目】 年 月 日

①ソムダイアウ高校 訪問：

・学校紹介プレゼンテーション

・現地高校生とディスカッション

・現地高校生にヒアリング調査

②チョンクニア小学校訪問：

・現地の小学生に環境教育をレクチャー

・小学生との交流

③トンレサップ湖 ゴミ拾い活動：

昨年に引き続き、トンレサップ湖の環境

改善のために現地住民と協働したゴミ拾

い活動を実施した。今年も約 名の方々

にご参加頂き、実施することができた。

今年度はアンケートを見直し、トンレサ

ップ湖に対する意識や自然環境、水環境

に関する意識調査を的確に行えるように

努めた。

【 日目】 年 月 日

・アンコール・トム 見学

・タプロム遺跡見学

・アンコール・ワット見学

年 月 岡山学芸館高等学校ＳＧＨ カンボジア・フィールドワーク（２年生）

日 程 表
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３－３．その他の研修・コンテストについて（抜粋掲載）

本校生徒が参加した研修およびコンテスト等において特筆すべきものを一覧にて掲載す

る。国内フィールドワーク等はここに含まない。

実施月 研修会名

月 北陸先端科学技術大学院大学（ ）ワークショップ（グローバルキャリア）

月 第 回

月 おかやまフェアトレードの会

月 岡山 講演会

月 児島湖流域えこウェブ

月 ロータリー青少年指導者養成プログラム

月 愛媛大学社会共創コンテスト

月 関西模擬国連

月 英語科 年生京都研修

月 吉備国際大学スピーチコンテスト

月 岡山の若者は語るシンポジウム（登壇発表）

月 外務省 講演会
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３－３．その他の研修・コンテストについて（抜粋掲載）

本校生徒が参加した研修およびコンテスト等において特筆すべきものを一覧にて掲載す

る。国内フィールドワーク等はここに含まない。

実施月 研修会名

月 北陸先端科学技術大学院大学（ ）ワークショップ（グローバルキャリア）

月 第 回

月 おかやまフェアトレードの会

月 岡山 講演会

月 児島湖流域えこウェブ

月 ロータリー青少年指導者養成プログラム

月 愛媛大学社会共創コンテスト

月 関西模擬国連

月 英語科 年生京都研修

月 吉備国際大学スピーチコンテスト

月 岡山の若者は語るシンポジウム（登壇発表）

月 外務省 講演会

月 大阪模擬国連

月 第 回

月 岡山県ユネスコスクール高等学校ネットワーク協議会

月 岡山大学 プログラム学生交流研修会

月 ブルガリア交流事業（ＥＳＤ観光プロジェクト）

月 中国 高校生国際協力体験プログラム

月 大阪大学

月 マリンチャレンジプログラム

月 日本生物学オリンピック

月 東京大学

月 小松サマースクール

月 甲南大学関西湾岸 ｓチャレンジ

月 ローターアクト、ロータリーとの三世代交流会研修会

月 甲南大学 ｓチャレンジアカデミー

月 海と日本プロジェクト スポ 甲子園

月 國學院大學主催全国高校生創作コンテスト

月 保健大臣岡山会合

月 保健大臣岡山会合前夜祭発表・参加（ ｓネットワーク岡山主催）

月 カンボジアスポーツ省交流・報告会

月 第 回高松大学・高松短期大学近県高等学校英語弁論大会

月 第 回岡山県高等学校弁論大会

月 ソーシャル・リーダーシップ・キャンプ

月 岡山市ブルガリア交流事業

月 海の宝アカデミックコンテスト

月 全国アマモサミット

月 インターアクト指導者講習会

月 活動支援センター主催ボランティアアワード

月 第 回全国ユース環境活動発表大会 中国ブロック大会

月 全国高校生フォーラム

月 福沢諭吉記念第 回全国高等学校弁論大会

月 立命館宇治高校第 回模擬国連（ ）

月 甲南大学リサーチフェスタ

月 第 回日本数学オリンピック（ＪＭＯ）

月 カンボジア合同研修会（東京）

月 第 回
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月 ｓ探究アワード

月 関西学院大学探究甲子園本選（中止）

月 メディアリテラシーワークショップ（ 開催）

３－４．国内外の大学や企業・国際機関との連携

＜令和元年度高大連携ご協力者一覧＞

所属 担当分野 ご氏名等

北陸先端科学技術大学院大学 国際担当副学長 多様性研究 川西 俊吾

北陸先端科学技術大学院大学 研究員 多様性研究 元山 琴菜

岡山大学環境理工学部 准教授 開発学など 生方 数史

岡山大学教育学部 教授 社会科教育 桑原 敏典

岡山大学教育学部 講師 体育教育 原 祐一

岡山大学文学部 教授 多文化共生 中東 靖恵

甲南大学 経済学 石川 路子

昭和女子大学 開発開発学 米倉 雪子

松岡 秀司

岡山大学大学院環境生命科学研究科 院生 ― ―

岡山大学大学院教育学研究科 院生 ― ―

岡山大学教育学部 学部生 ― ―

敬称略、順不同
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岡山大学大学院教育学研究科 院生 ― ―

岡山大学教育学部 学部生 ― ―

敬称略、順不同

＜令和元年度校外連携協力団体一覧＞

協力団体名称 カテゴリー

外務省 政府

岡山市（ 推進課、国際課、幼保運営課、教育委員会など） 行政

備前市役所 行政

西大寺公民館 行政

ＪＩＣＡ岡山デスク 社会機関

日本ファンドレイジング協会 法人 

ＡＭＤＡ社会開発機構（ＡＭＤＡ－ＭＩＮＤＳ） 法人 

ハート・オブ・ゴールド 法人 

法人 チャリティサンタ岡山支部 法人 

日本カンボジア教育支援協会 法人 

（ＮＣＣＣ） 法人

（カンボジア） 法人

（カンボジア） 一般社団法人

チョルモイツアーズ（スラム支援） 企業

キャンディーアンコール（農村支援・社会活動家支援） 企業

企業

（カンボジア） 企業

めぐみ保育園 教育機関

コムルー村保育園（カンボジア） 教育機関

岡山市立伊島小学校 教育機関

岡山市立西大寺小学校 教育機関

岡山市立旭東中学校 教育機関

小学校（カンボジア） 教育機関

チェイ小学校（カンボジア） 教育機関

大正小学校・中学校（カンボジア） 教育機関

ソムダイアウ高校（カンボジア） 教育機関

光保育園 教育機関

備前市立日生小学校 教育機関

備前市立日生中学校 教育機関
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岡山市北区真星町内会 地域

チェイ村副村長（カンボジア） 地域

岡山 社会団体

岡山ロータリークラブ 社会団体

岡山東ロータリークラブ 社会団体

岡山北西ロータリークラブ 社会団体

岡山フェアトレードの会 社会団体

３－５．授業開発について

■グローバル課題研究Ⅰ

・実施概要

グローバル課題研究Ⅰ（１年生）は本校が世界で活躍できるグローバル・リーダーの持

つべき資質として設定する５つの資質のうち、「グローバル・マインド」と「問題解決能力」

を養うことを目的とする。その内容は多様性への理解と社会的事象を構造的かつ論理的に

捉えることに注力したプログラムを作り上げている。

１年生の学びは、２年生への接続も含め、本校ＳＧＨ事業の基礎となることから、オリ

ジナル教材を用いた画一的展開で実施している。その実施に当たっては、担任が授業者と

しており、全校実施体制に限りなく近づいている。
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つべき資質として設定する５つの資質のうち、「グローバル・マインド」と「問題解決能力」

を養うことを目的とする。その内容は多様性への理解と社会的事象を構造的かつ論理的に

捉えることに注力したプログラムを作り上げている。

１年生の学びは、２年生への接続も含め、本校ＳＧＨ事業の基礎となることから、オリ

ジナル教材を用いた画一的展開で実施している。その実施に当たっては、担任が授業者と

しており、全校実施体制に限りなく近づいている。

令和元年度 グローバル課題研究Ⅰ（ 年生）シラバス

■授業実施の特徴

①シャッフルクラスの設定

科コースに関わらず、ＳＧＨ用のクラス編成を行うことにより、クラス編成から多様性

を意識させている。いつもは関わりのない人との交流やディスカッションは新鮮であり、

コミュニケーション能力の向上にも役立っている。

②１００分授業の展開

５０分ではディスカッションを行うなど、アクティブラーニング型授業の実施が困難で

有ったため、昨年度より、隔週実施、１授業１００分の授業形式に変更した。十分に議論

する時間が確保できたと同時に高大連携授業も実施しやすくなった。

③高大連携授業

高大連携授業では多くの大学院生、学部生に関わって頂けるように今年度から改訂した。

多数の講師に御来校頂けるようになり、画一的な全体講義授業から、より生徒たちが思考

力を用いる授業内容に変更することが可能となった。

月 日 学　習　内　容　及　び　目　的

第２回 ＳＧＨ校内研究発表会

第3回 Global Mind② グローバルマインドを定義してみよう！

第４回 外務省出前授業 日本と途上国の関係を考えよう～日本のＯＤＡ～

第５回 Global Mind③ グローバルマインドの実践を考えよう！

第６回 Logical Thinking① 構造的に“ものごと”を見れるようになろう！

第７回 Logical Thinking② 検証することの重要性を再認識しよう！

第８回 Logical Thinking③ 構造的に出来事を捉え、Actionするイメージをつかもう！

第９回 カンボジアの歴史 カンボジアの歴史について理解を深めよう！

第１１回 Research Method① 研究とは何かを理解し、物事を明らかにする手法を学ぼう！

第１２回 Research Method② アンケート調査の結果を集計し、考察をしてみよう！

第１３回 Research Method③ アンケート調査を基にレポートを作成しよう！①

第１４回 Research Method③ アンケート調査を基にレポートを作成しよう！②

第１５回
環境と貧困・格差①
（高大連携授業）

岡山大学連携授業（環境理工）

第１６回
環境と貧困・格差②
（高大連携授業）

岡山大学連携授業（環境理工）

第１７回
環境と貧困・格差③
（高大連携授業）

岡山大学連携授業（教育）

第１８回
教育と貧困・格差④
（高大連携授業）

岡山大学連携授業（教育）

第１９回

第２０回 まとめ １年間のまとめと振り返り

令和元年度　「グローバル課題研究Ⅰ」　年間計画

単　元　・　授　業

SGHってなに？
Global Mind①

北陸先端科学技術大学院大学
川西　俊吾　先生
元山　琴菜　先生

第１回

総括

2019年度SGH研究報告会報告会

夏期補習

夏期補習
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④ポートフォリオの電子化

本年度からポートフォリオを完全電子化させた。各授業での振り返りはもちろん、授業

資料の提供等、多くのメリットがあった。

■グローバル課題研究Ⅱ

グローバル課題研究Ⅱ（２年生）では、グローバル課題研究Ⅰ（１年生）での学びを踏

まえて、「途上国の貧困の悪循環を是正するために高校生が貢献できること」をテーマに本

格的な課題研究を行うことを目的としている。また、その学びの過程には実践活動を必ず

実施させることで、グローバル・リーダーの育成に向けてのカリキュラム開発を行ってい

る。１年次に養った、グローバル・マインドと問題解決能力を踏まえて、２年生では交渉

型コミュニケーション能力、協働力、実践力を養う。生徒たちは、自らの興味関心に従い

１３のテーマから属したいゼミを選び受講する。

本校はＰＢＬ（ ）での実施を行っており、各テーマに従った

問題意識の設定、問題にアプローチする の策定、実行、再策定（３年次）を

学びのストーリーとしている。その実施にあたっては、本校独自のオリジナル教材である

を用いて、基本的内容の教授や手法の確認等を行いながら実施して

いる。

令和元年度 グローバル課題研究Ⅱゼミ一覧

ゼミ名称 活動目的 活動内容（例） 学問領域

①
環境調査ゼミ

※理系推奨

自然環境をテーマに、実験

や先行研究から得られるデ

ータから、理系的アプロー

チで環境問題や課題、及び

その解決策を考察する。こ

の課程の中で

・論理的思考力

・データから考察する力

・研究の大雑把な流れ

などを身につけることを目

標とする。

自然環境については、海、気象、

森林、地震などなど特に指定は

ない。研究対象やテーマに関し

ては、ゼミメンバーの興味関

心、意見によって決定させる。

・水質関連では 、溶存酸素、

電気伝導率の測定は可能。

・大腸菌・大腸菌群類の個数を

測定することも可能。

・他、実験したい場合は実現可

能性も含め、検討。

環境学

農学

理学

② 環境教育ゼミ

日本における教育活動の成

功事例を基に、カンボジア

の現地住民（主として小学

生）を対象に環境教育を施

し、住民の環境意識の向上

・日本や諸外国の環境政策を学

ぶ。

・現地の小学生と協働でゴミ拾

い活動を行う。

・環境調査ゼミと連動

環境学

教育学
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日本における教育活動の成
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を図る。

③
国際医療・看護

ゼミ

の 「すべての人に健

康と福祉を」に焦点を当て

る。途上国における医療向

上、健康増進のために、高

校生ができることを考え、

実践する。

・途上国医療の現状を把握し、

日本との比較を行う。

・国際医療支援の在り方を模索

する。

・現地の小児科病院でアクショ

ンを実践し、アンケート等で効

果検証を行う。

看護学

予防医学

公衆衛生

学

④

循環型社会形成

ゼミ

（政策系）

国内で起きた公害問題を調

査し、日本がどのような歴

史的経緯をたどりながら循

環型社会を形成するにいた

ったのかを考察する。また、

その調査成果をカンボジア

環境局に報告し、これから

のカンボジアのゴミ政策の

あり方を提案するととも

に、カンボジアの大学や学

校に出前授業し、循環型社

会形成のあり方を伝える活

動も行う。

・香川県豊島の調査活動

・香川県庁環境局への聞き取り

調査

・リサイクル企業の聞き取り調

査

・カンボジアでの出前授業

・カンボジア環境局への政策提

言

公共政策

学

環境政策

学

⑤
観光政策提言ゼ

ミ

アンコールワット遺跡群を

中心に急成長するカンボジ

アの観光業。そんな急成長

を遂げる反面、経済的・社

会的な側面から課題を見つ

け出し、高校生目線での問

題解決に向けた調査・取り

組みを行う。また、日本の

観光政策を事例研究し、カ

ンボジアの社会課題を観光

から解決する方法を考え提

言する。

・アンコールワット遺跡群を中

心に観光による経済効果が集

中しており、そこで生まれる格

差の解決策を提言する。

・多くの観光客が押し寄せるこ

とによって発生している社会

的な課題を明らかにし、その解

決を提言する。

・カンボジアの社会課題を明ら

かにし、その課題を、観光を通

して解決する手法を考える。

観光学

経済学

社会学

地域学

公共政策

学

まちづく

り

地域活性

化
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⑥
スポーツ支援ゼ

ミ

カンボジアの学校スポーツ

の抱える問題を明らかに

し、その対策案を現地の学

校へ提案する。

・世界の学校スポーツ事情を調

査する。

・学校スポーツで生じている問

題を解決する。

・解決案は現地学校、スポーツ

省へ提言する

スポーツ

学

スポーツ

社会学

⑦
国際理解教育ゼ

ミ

出前授業を通して、日本の

小中学校における国際理解

教育の在り方を提案する。

貧困や飢餓などの国際問題

を理解するだけでなく、子

どもたちが問題解決のため

のアクションを起こせるよ

うに促す授業プランを作成

し、小中学校の教師にもそ

れを活用してもらい、日本

の子どもたちの国際問題に

対する理解度を高める。

・日本や世界の小中学校におけ

る国際理解教育の現状や各国

の教育方針などを調べる。

・子どもたちが国際問題を理解

し、その解決のために行動を起

こすことができる授業プラン

を作成する。

・岡山市立小学校などにおいて

実際に出前授業を行い、よりよ

い授業プランの開発につなげ

る。

国際開発

学

開発教育

学

教育学

教育方法

学

⑧
ソーシャル

ビジネスゼミ

カンボジアにあるアパレル

日系企業とタイアップし、

社会貢献に関するビジネス

プロジェクトを展開する。

主にカンボジアの縫製業に

着目し、問題意識の設定に

対する解決策を交際貿易の

観点から現地と協働して行

う。

・カンボジアの社会問題につい

て洗い出し、カンボジアの産業

構造について研究する。

・カンボジアの縫製業の歴史や

特徴を研究する。

・カンボジアの高校生（若者）

の希望職業や就業を鑑み、高校

生の意識変化を調査する。

・企業とタイアップした商品の

プロモーションを考える。

国際経済

学

商学

社会学

マーケテ

ィング論

⑨ 栄養・保健ゼミ

保健・栄養教育に取り組み

始めたカンボジアにおい

て、食問題、栄養問題につ

いて多角的な視点から課題

を発見し、解決策を提案、

実施する。

・発展途上国の栄養改善政策を

調査する。

・現地小学校と協力して子ども

たちの栄養状態を調査する。

・課題解決策を実際に現地小学

校で実施する。

教育学

栄養学

衛生学

福祉学

保健学

⑩
カンボジア教育

支援ゼミ

発展途上国の幼児教育にお

いて、遊びや玩具の支援を

・遊びや玩具の効果を学ぶ。

・フィールドワークや先行研究

教育学

（幼児・
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⑥
スポーツ支援ゼ

ミ

カンボジアの学校スポーツ

の抱える問題を明らかに

し、その対策案を現地の学

校へ提案する。

・世界の学校スポーツ事情を調

査する。

・学校スポーツで生じている問

題を解決する。

・解決案は現地学校、スポーツ

省へ提言する

スポーツ

学

スポーツ

社会学

⑦
国際理解教育ゼ

ミ

出前授業を通して、日本の

小中学校における国際理解

教育の在り方を提案する。

貧困や飢餓などの国際問題

を理解するだけでなく、子

どもたちが問題解決のため

のアクションを起こせるよ

うに促す授業プランを作成

し、小中学校の教師にもそ

れを活用してもらい、日本

の子どもたちの国際問題に

対する理解度を高める。

・日本や世界の小中学校におけ

る国際理解教育の現状や各国

の教育方針などを調べる。

・子どもたちが国際問題を理解

し、その解決のために行動を起

こすことができる授業プラン

を作成する。

・岡山市立小学校などにおいて

実際に出前授業を行い、よりよ

い授業プランの開発につなげ

る。

国際開発

学

開発教育

学

教育学

教育方法

学

⑧
ソーシャル

ビジネスゼミ

カンボジアにあるアパレル

日系企業とタイアップし、

社会貢献に関するビジネス

プロジェクトを展開する。

主にカンボジアの縫製業に

着目し、問題意識の設定に

対する解決策を交際貿易の

観点から現地と協働して行

う。

・カンボジアの社会問題につい

て洗い出し、カンボジアの産業

構造について研究する。

・カンボジアの縫製業の歴史や

特徴を研究する。

・カンボジアの高校生（若者）

の希望職業や就業を鑑み、高校

生の意識変化を調査する。

・企業とタイアップした商品の

プロモーションを考える。

国際経済

学

商学

社会学

マーケテ

ィング論

⑨ 栄養・保健ゼミ

保健・栄養教育に取り組み

始めたカンボジアにおい

て、食問題、栄養問題につ

いて多角的な視点から課題

を発見し、解決策を提案、

実施する。

・発展途上国の栄養改善政策を

調査する。

・現地小学校と協力して子ども

たちの栄養状態を調査する。

・課題解決策を実際に現地小学

校で実施する。

教育学

栄養学

衛生学

福祉学

保健学

⑩
カンボジア教育

支援ゼミ

発展途上国の幼児教育にお

いて、遊びや玩具の支援を

・遊びや玩具の効果を学ぶ。

・フィールドワークや先行研究

教育学

（幼児・

通して道徳観・規範意識を

育み、貢献する。また、保

育士の遊びや玩具に対する

意識を改革する。

を通して、実際の幼児教育で遊

びが果たす役割を知る。

・現地への的確な支援は何かに

ついて考えて実践する。

初等）

比較教育

学

教育社会

学

⑪
女性と社会ゼミ

・カンボジア社会における

女性の生き方、役割につい

て学び、現地調査および分

析することを目的とする。

・カンボジア政府の女性省の役

割と目的について調べる。

・カンボジア社会における女性

の役割（社会構造）を調査する。

・カンボジア人女性の自己実現

意識（夢や目標）などを調査し

分析する。

社会学

コミュニ

ティ論

家族論

開発学

⑫ 価値観分析ゼミ

日本とカンボジアを中心に

さまざまな国・文化圏の価

値観を比較して、より相手

目線の支援のあり方を探求

する。自利利他円満を満た

す「理想的な支援」策定の

ための根拠を見つけること

が目標。

・世界幸福度ランキング、物質

的な豊かさと幸せ、人生観、キ

ャリア観など、私たちの「当た

り前」という名の「偏見」を取

り払うべく、様々なデータを集

め、分析を試みる。

社会学

経済学

哲学

⑬ 多文化共生ゼミ

現在日本では海外からの移

住してきた労働者やその家

族が多く存在する。その人

たちが抱える問題をアンケ

ートなどで探り、問題解決

のための考察を行い、実践、

評価を行う。

・海外労働者が多い企業や夜間

学校へ赴き、日本での生活の問

題点を探る。

・改善を行う活動を行い、定期

的にアンケートを行うことで

状況の変化などを確認し、アク

ションの評価を行う。

国際開発

学

人文社会

学

教育学

コミュニ

ティ論

地域学

まちづく

り論

⑭ 海洋研究

本ゼミでは干潟での生物多

様性を向上させる方法を考

える。また、この研究の中で

「里海」の概念を学ぶ。

大規模な撹乱が起こった天然干

潟「米子湾」の生物多様性につ

いて研究を行う。さらに人工干

潟「まほろばの里」との比較も

行いながら撹乱の影響について

の考察を行う。

環境学 
生物学 
農学 
化学
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月 日 学　習　内　容　及　び　目　的

1回 グローバル課題研究Ⅱについて
年間計画、Stage1の目標、テーマ、目的など
意識調査アンケートの説明、ゼミ選択

2回 ゼミキックオフ① 研究活動とは何か理解しよう

3回 岡山ＪＣ講演会 地元企業のＳＤＧｓアクション

4回 ＳＧＨ校内研究報告会 ３年生による課題研究発表を聞く。

5回 ゼミキックオフ②

6回 問題意識の設定①

7回 問題意識の設定②

8回 問題意識の設定③

9回 問題意識の設定④

10回 問題意識の設定⑤

11回 問題意識の設定⑥

12回 問題意識の設定⑦

13回 問題意識の設定⑧

14回 Action Planの策定と実行①

15回 Action Planの策定と実行②

16回 Action Planの策定と実行③

17回 Action Planの策定と実行④

18回 Action Planの策定と実行⑤

19回 Action Planの策定と実行⑥

20回 Action Planの策定と実行⑦

21回 Action Planの検証と分析①

22回 Action Planの検証と分析②

23回 Action Planの検証と分析③

24回 Action Planの検証と分析④

25回 Action Planの検証と分析⑤

26回 研究活動のまとめ①

27回 研究活動のまとめ②

28回 研究活動のまとめ③

29回 研究活動のまとめ④

30回 研究活動のまとめ⑤

31回 研究活動のまとめ⑥

32回 H30年度SGH研究報告会

33回 研究活動のまとめ⑥

34回 総括と振り返り

２０１９年度　「グローバル課題研究Ⅱ」　年間計画

単　元　・　授　業

研究報告会

導入

特別授業

夏期補習

研究活動のまとめ作業を行う。研究発表会での発表を見据え
て、今まで行ってきた活動を論理的にまとめ、成果物を作成す
る。①研究ポスター、②Action Report、③研究発表会用発
表プレゼンテーションを作成する。

Action Planの実行に向けて、作業を開始する。設定した問題
意識の正当性を確認した上で、その解決策を考える。Action
Planは「途上国の貧困の悪循環の是正に対して高校生ができ
ること」として設定する。
研究活動とするために、各Action Planの効果検証をはかるた
めにアンケート調査等を各々実施し、問題解決のために活動を
行う。

研究分野を取り巻く現状をリサーチし、先行研究を行う。先行
研究を踏まえてActionPlanの作成を行う。今まで培った素地
をもとに、国内と海外フィールドワークに分け実践活動を計画
する。
岡山大学やその他大学、大学院、NPO、企業等に協力を仰
ぎ、Action Planの策定を行う。確かな問題意識の造成と現実
的なActionPlanの策定がなされることを目的とする。また自
ら作成したActionPlanを批判的思考で一度見直し、現地のた
めになるものであるかを再検証することを目的とする。また、
実際のActionに向けた準備を行い、準備ができたグループよ
り順次アクションを実行していく。

研究報告会

Stage４

Stage３

Stage２

実践したActio Planの検証を行う。修得したデータ、設定し
た問題意識へのアプローチに対する正当性、先行研究の妥当
性、取得したデータ、サンプルから明らかになったことなどを
それぞれまとめていく。

まとめ

Stage４
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月 日 学　習　内　容　及　び　目　的

1回 グローバル課題研究Ⅱについて
年間計画、Stage1の目標、テーマ、目的など
意識調査アンケートの説明、ゼミ選択

2回 ゼミキックオフ① 研究活動とは何か理解しよう

3回 岡山ＪＣ講演会 地元企業のＳＤＧｓアクション

4回 ＳＧＨ校内研究報告会 ３年生による課題研究発表を聞く。

5回 ゼミキックオフ②

6回 問題意識の設定①

7回 問題意識の設定②

8回 問題意識の設定③

9回 問題意識の設定④

10回 問題意識の設定⑤

11回 問題意識の設定⑥

12回 問題意識の設定⑦

13回 問題意識の設定⑧

14回 Action Planの策定と実行①

15回 Action Planの策定と実行②

16回 Action Planの策定と実行③

17回 Action Planの策定と実行④

18回 Action Planの策定と実行⑤

19回 Action Planの策定と実行⑥

20回 Action Planの策定と実行⑦

21回 Action Planの検証と分析①

22回 Action Planの検証と分析②

23回 Action Planの検証と分析③

24回 Action Planの検証と分析④

25回 Action Planの検証と分析⑤

26回 研究活動のまとめ①

27回 研究活動のまとめ②

28回 研究活動のまとめ③

29回 研究活動のまとめ④

30回 研究活動のまとめ⑤

31回 研究活動のまとめ⑥

32回 H30年度SGH研究報告会

33回 研究活動のまとめ⑥

34回 総括と振り返り

２０１９年度　「グローバル課題研究Ⅱ」　年間計画

単　元　・　授　業

研究報告会

導入

特別授業

夏期補習

研究活動のまとめ作業を行う。研究発表会での発表を見据え
て、今まで行ってきた活動を論理的にまとめ、成果物を作成す
る。①研究ポスター、②Action Report、③研究発表会用発
表プレゼンテーションを作成する。

Action Planの実行に向けて、作業を開始する。設定した問題
意識の正当性を確認した上で、その解決策を考える。Action
Planは「途上国の貧困の悪循環の是正に対して高校生ができ
ること」として設定する。
研究活動とするために、各Action Planの効果検証をはかるた
めにアンケート調査等を各々実施し、問題解決のために活動を
行う。

研究分野を取り巻く現状をリサーチし、先行研究を行う。先行
研究を踏まえてActionPlanの作成を行う。今まで培った素地
をもとに、国内と海外フィールドワークに分け実践活動を計画
する。
岡山大学やその他大学、大学院、NPO、企業等に協力を仰
ぎ、Action Planの策定を行う。確かな問題意識の造成と現実
的なActionPlanの策定がなされることを目的とする。また自
ら作成したActionPlanを批判的思考で一度見直し、現地のた
めになるものであるかを再検証することを目的とする。また、
実際のActionに向けた準備を行い、準備ができたグループよ
り順次アクションを実行していく。

研究報告会

Stage４

Stage３

Stage２

実践したActio Planの検証を行う。修得したデータ、設定し
た問題意識へのアプローチに対する正当性、先行研究の妥当
性、取得したデータ、サンプルから明らかになったことなどを
それぞれまとめていく。

まとめ

Stage４

■授業実施の特徴

①１３のプロジェクト型課題研究

生徒が自ら興味関心のあるゼミを選択し、主体的能動的に研究活動を行う。また、昨年

度まで隔週実施 分授業にて展開していたが、平日実施の毎週 単位授業に変更を加え

た。これは、研究活動を行う際には定期的に議論する機会が必要であるという経験から変

更を加えた。

②Ａｃｔｉｏｎ Ｐｌａｎの策定と実行

ＰＢＬ型課題研究の実施を行っているため、各ゼミは必ず実践活動を策定する。

③ＰＤＣＡサイクルへの意識

各テーマに従った問題意識の設定、問題にアプローチする の策定、実行、

再策定を指導上意識している。

④校外連携

校外連携は必ず確保し、外部機関からの助言、指導および実践活動に対する協力体制を

構築している。

⑤海外フィールドワーク（カンボジア）

２年生の海外フィールドワークは実践活動を行うことを目的として実施する。生徒たち

が直接現地と関わり、実践活動を行うことができためる環境を整備している。

⑥ルーブリックの運用

ルーブリックは 種類作成する。 つ目は、課題研究用ルーブリックである。（内容は研

究開発完了報告書に掲載する。）本ルーブリックは本校の課題研究用に作成し、 段階ごと

に課題をクリアしていくイメージで作成している。自分達の研究活動が論理的展開になっ

ているか否かを可視化させる。また、そのルーブリックには社会とのかかわりに関する項

目があり、論理的展開と実社会とのつながりを生徒主体で達成できるように作成した。

つ目は、自己成長評価ルーブリックである。自らの成長を感覚ではなく、具体的な指標で

評価することにより、自らの成長を客観的に把握できるように作成している。また、この

ルーブリックは自己の成長、集団の成長、校外への広がり、世界への広がりと、実社会と

のつながりを意識した つのステージで構成している。これらのルーブリックを導入する

ことで、生徒の課題研究力の向上と教員のファシリテート力向上を目的とする。

⑦課題研究の個別最適化への取り組み

課題研究の個別最適化に向けた取り組みとして、今年度 点の改革を行った。 点目は

各ゼミ内に様々な研究テーマを設定した。これにより校内に約 ～ の課題研究を実施す

ることで、生徒の興味関心に基づく、個別最適化に向けて尽力した。 点目は、各科コー

スの特性に応じた課題研究手法の開発である。 事業を基本とし、 ヵ年留学を行う英語

科においては、 年次の課題研究を留学中にも取り組めるように、環境整備と指導手法の

開発を行った。また、医進コースの特性を鑑み、医進コース独自の課題研究を地域協働に

基づいたグローバルな展開により開発実施した。

65



自己成長評価ルーブリック

課題研究ルーブリック

Stage４

岡山学芸館SGH　自己成長評価ルーブリック

課題研究を深めるために、国外の機
関と協力交渉が実現できている状
態。また、CEFR B1以上の英語力を
有している状態。

グローバルマインド

問題解決力

興味のある社会課題に対して、その
問題の構造を分析し、理解すること
ができている状態。（問題の原因に
ついて理解できている状態。）

興味のある社会課題の構造を理解し
た上で、その解決に必要な行動策定
を考えることができる状態。

興味のある社会課題の解決（研究活
動）のために行動策定を校外の外部
機関と連携して行えている状態。ま
たは協力を得られている状態。

興味のある社会課題の解決（研究活
動）のための行動をカンボジアで実
践することができている状態。

他国で起こっている社会課題が自分
との関連性があることを理解し、グ
ローバルマインドを自分なりに定義
できている状態。

他者の考え方や捉え方を他者の価値
観を基に理解することができている
状態。他者を否定せず受け入れるマ
インドを持てている状態。

社会課題の解決のために、他者同士
が協働、協力していかなくてはいけ
ないことを理解し、校外活動に対し
て積極的に参加できている状態。

カンボジアの社会課題に対して、自
らのテーマからの視点に留まらず、
多面的に捉え、理解することに努め
ることができている状態

評価レベル

交渉型
コミュニケーション

能力

自らの意見をはっきりと相手に伝え
ることができている状態。また、英
語を用いて意見交換をするスキルが
大切であると感じている状態。

校外の課題研究発表会や勉強会に参
加し、自らの想いや考えを英語で発
表したり伝えたりすることができて
いる状態。

協働力

課題研究やグループワークを行う
際、自分の役割を捉え、チームのた
めに行動することができている状
態。

課題研究やグループワークを行う
際、全員の役割分担を明確に把握
し、自らの役割を全うできている状
態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、国内のNPOや企業等の外部機関
と協力体制を構築するために行動で
きている状態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、国外のNPOや企業等の外部機関
と具体的な協働方法を構築するため
に行動できている状態。

実践力

校内で募集しているボランティア活
動や社会貢献活動に参加している状
態。

校内で募集しているボランティア活
動や社会貢献活動に対して、継続的
（年間複数回）に参加できている状
態。

校外の課題研究発表会や勉強会に参
加し、自らの想いや考えを発表した
り伝えたりすることができている状
態。

相手の意見を尊重した上で、自らの
意見をはっきりと相手に伝えること
ができている状態。また、CEFR A2
以上の英語力を有している状態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、NPOや企業に相談・助言をもら
えている状態。またCEFR A2以上の
英語力を有している状態。

Stage１ Stage２ Stage３
自己の成長 チームの成長 校外への広がり 世界への広がり観点

岡山学芸館SGH　課題研究ルーブリック

評価レベル Stage１ Stage２ Stage３ Stage４
観点 準備 行動 チェック 明確化

Action Planの策定

問題意識がある程度明確化されてお
り、その解決にあたりどのような活
動が効果的であるか議論できている
状態。

問題意識をある程度明確化されてお
り、自分達が、どこに、何を、どう
やって活動するのかが議論できてい
る状態。

問題意識が明確化しており、どこ
に、何を、どうやって活動するのか
が決定している状態。また、効果測
定の議論ができている状態。

問題意識が明確化しており、どこ
に、何を、どうやって活動するの
か、また効果測定の準備が完了して
いる状態。

問題意識の設定

興味関心が定まっており、何に対し
て研究活動するのかがイメージでき
ている状態。

先行研究で何を行うのかが明確に
なっている状態。（読む本、論文、
調べるデータ等が分かっている）

先行研究を通して、研究を行う社会
課題が客観的に立証できている状
態。（問いが問いとして成立してい
る状態）

研究タイトルおよびサブタイトルが
が決定しており、明確に課題研究の
問題意識を他者に説明できる状態。

Actionの効果測定

自分達が取得し整理したデータか
ら、問題意識に従ったデータを抽出
できている状態。

抽出したデータの関連性を明らかに
し、グラフ等により適切にデータの
可視化が行われている状態。

抽出したデータの関連性を明らかに
し、問題意識に呼応したものである
ことを論理的に明らかにできている
状態。

今一度、問題意識の設定から行動、
効果測定までを整理し直し、論理的
な道筋が立てられているか確認でき
ている状態。

Action Planの実行

問題意識に対応した行動になってい
るか確認ができている状態。また、
外部連携機関が決定している状態。

活動の日時、場所が決定しており、
行動の準備がすべて整っている状
態。

実際に行動を行い、活動状況をポー
トフォリオ化できている状態。（活
動履歴を残せている）

実際に行った行動を振り返り、その
効果を測定し始める準備が整ってい
る状態。（取得したデータの整理が
できている状態。）

研究の考察

自分達の先行研究、問題意識、
Action、効果測定のすべての素材が
そろっていることを確認できている
状態。

問題意識（リサーチクエスチョン）
の答えとなる結論を、データに基づ
く事実（根拠）としてまとめられて
いる状態。

得られたデータ（事実）から新たな
問いを発見し、次年度に向けた引き
継ぎ事項がまとめられている状態。

すべての成果物の作成が完了し、自
分達の研究活動のすべてが可視化さ
れている状態。
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自己成長評価ルーブリック

課題研究ルーブリック

Stage４

岡山学芸館SGH　自己成長評価ルーブリック

課題研究を深めるために、国外の機
関と協力交渉が実現できている状
態。また、CEFR B1以上の英語力を
有している状態。

グローバルマインド

問題解決力

興味のある社会課題に対して、その
問題の構造を分析し、理解すること
ができている状態。（問題の原因に
ついて理解できている状態。）

興味のある社会課題の構造を理解し
た上で、その解決に必要な行動策定
を考えることができる状態。

興味のある社会課題の解決（研究活
動）のために行動策定を校外の外部
機関と連携して行えている状態。ま
たは協力を得られている状態。

興味のある社会課題の解決（研究活
動）のための行動をカンボジアで実
践することができている状態。

他国で起こっている社会課題が自分
との関連性があることを理解し、グ
ローバルマインドを自分なりに定義
できている状態。

他者の考え方や捉え方を他者の価値
観を基に理解することができている
状態。他者を否定せず受け入れるマ
インドを持てている状態。

社会課題の解決のために、他者同士
が協働、協力していかなくてはいけ
ないことを理解し、校外活動に対し
て積極的に参加できている状態。

カンボジアの社会課題に対して、自
らのテーマからの視点に留まらず、
多面的に捉え、理解することに努め
ることができている状態

評価レベル

交渉型
コミュニケーション

能力

自らの意見をはっきりと相手に伝え
ることができている状態。また、英
語を用いて意見交換をするスキルが
大切であると感じている状態。

校外の課題研究発表会や勉強会に参
加し、自らの想いや考えを英語で発
表したり伝えたりすることができて
いる状態。

協働力

課題研究やグループワークを行う
際、自分の役割を捉え、チームのた
めに行動することができている状
態。

課題研究やグループワークを行う
際、全員の役割分担を明確に把握
し、自らの役割を全うできている状
態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、国内のNPOや企業等の外部機関
と協力体制を構築するために行動で
きている状態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、国外のNPOや企業等の外部機関
と具体的な協働方法を構築するため
に行動できている状態。

実践力

校内で募集しているボランティア活
動や社会貢献活動に参加している状
態。

校内で募集しているボランティア活
動や社会貢献活動に対して、継続的
（年間複数回）に参加できている状
態。

校外の課題研究発表会や勉強会に参
加し、自らの想いや考えを発表した
り伝えたりすることができている状
態。

相手の意見を尊重した上で、自らの
意見をはっきりと相手に伝えること
ができている状態。また、CEFR A2
以上の英語力を有している状態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、NPOや企業に相談・助言をもら
えている状態。またCEFR A2以上の
英語力を有している状態。

Stage１ Stage２ Stage３
自己の成長 チームの成長 校外への広がり 世界への広がり観点

岡山学芸館SGH　課題研究ルーブリック

評価レベル Stage１ Stage２ Stage３ Stage４
観点 準備 行動 チェック 明確化

Action Planの策定

問題意識がある程度明確化されてお
り、その解決にあたりどのような活
動が効果的であるか議論できている
状態。

問題意識をある程度明確化されてお
り、自分達が、どこに、何を、どう
やって活動するのかが議論できてい
る状態。

問題意識が明確化しており、どこ
に、何を、どうやって活動するのか
が決定している状態。また、効果測
定の議論ができている状態。

問題意識が明確化しており、どこ
に、何を、どうやって活動するの
か、また効果測定の準備が完了して
いる状態。

問題意識の設定

興味関心が定まっており、何に対し
て研究活動するのかがイメージでき
ている状態。

先行研究で何を行うのかが明確に
なっている状態。（読む本、論文、
調べるデータ等が分かっている）

先行研究を通して、研究を行う社会
課題が客観的に立証できている状
態。（問いが問いとして成立してい
る状態）

研究タイトルおよびサブタイトルが
が決定しており、明確に課題研究の
問題意識を他者に説明できる状態。

Actionの効果測定

自分達が取得し整理したデータか
ら、問題意識に従ったデータを抽出
できている状態。

抽出したデータの関連性を明らかに
し、グラフ等により適切にデータの
可視化が行われている状態。

抽出したデータの関連性を明らかに
し、問題意識に呼応したものである
ことを論理的に明らかにできている
状態。

今一度、問題意識の設定から行動、
効果測定までを整理し直し、論理的
な道筋が立てられているか確認でき
ている状態。

Action Planの実行

問題意識に対応した行動になってい
るか確認ができている状態。また、
外部連携機関が決定している状態。

活動の日時、場所が決定しており、
行動の準備がすべて整っている状
態。

実際に行動を行い、活動状況をポー
トフォリオ化できている状態。（活
動履歴を残せている）

実際に行った行動を振り返り、その
効果を測定し始める準備が整ってい
る状態。（取得したデータの整理が
できている状態。）

研究の考察

自分達の先行研究、問題意識、
Action、効果測定のすべての素材が
そろっていることを確認できている
状態。

問題意識（リサーチクエスチョン）
の答えとなる結論を、データに基づ
く事実（根拠）としてまとめられて
いる状態。

得られたデータ（事実）から新たな
問いを発見し、次年度に向けた引き
継ぎ事項がまとめられている状態。

すべての成果物の作成が完了し、自
分達の研究活動のすべてが可視化さ
れている状態。

 
 
 
 
 
 
 

＜巻末資料＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
67



設
問

回
答

進
学

進
学

進
学

進
学

進
学

進
学

進
学

進
学

進
学

進
学

進
学

あ
り

な
し

0回 1～
2回

3～
5回

6～
10

回

11
回
以
上

ア
ジ
ア
（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）

ア
ジ
ア
（
そ
の
他
）

北
米
（
ｱﾒ
ﾘｶ
･ｶ
ﾅﾀ
ﾞ）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ｵｾ
ｱﾆ
ｱ(
ｵｰ
ｽﾄ
ﾗﾘ
ｱ･
ﾆｭ
ｰｼ
ﾞｰ
ﾗﾝ
ﾄﾞ
)

中
東

南
米

ア
フ
リ
カ

そ
の
他
の
地
域

1日
～
3日

4日
～
7日

8日
～
14

日

15
日
～
30

日

31
日
～
90

日

91
日
以
上

旅
行

研
修
・
体
験

留
学

そ
の
他

あ
り

な
し

1～
2回

3～
5回

6～
10

回

11
回
以
上

あ
り

な
し

”グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
”に

関
す
る
意
識
調
査
　
集
計
表

卒
業
生
(1
期
生
）

卒
業
生
（
2期

生
）

現
3年

生
(3
期
生
)

現
2年

生
(4
期
生
)

現
1年

生
(1
期
生
)

H2
7年

度
H2

8年
度

H2
9年

度
H2

8年
度

H2
9年

度
H3

0年
度

H2
9年

度
H3

0年
度

R1
年
度

H3
0年

度
R1

年
度

R1
年
度

渡
航
経
験

渡
航
回
数

渡
航
地
域

渡
航
期
間

渡
航
目
的

国
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
回
数

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

68



1～
2回

3～
5回

6～
10
回

11
回
以
上

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
回
数

海
外
進
学
を

希
望
す
る

海
外
留
学
を

希
望
す
る

今
後
も
継
続
し
て
貢
献
活
動

を
行
い
た
い

国
際
関
連
を
学
べ
る
国
内
大

学
へ
進
学
希
望
す
る

国
際
関
連
を
学
べ
る
海
外
大

学
へ
進
学
希
望
す
る

将
来
国
際
的
職
業
で
世
界
で

活
躍
し
た
い

自
分
の
長
所
短
所
を

自
覚
し
て
い
る

自
分
の
長
所
が
活
か
せ
る

自
分
の
短
所
改
善
の
努
力
を

し
て
い
る

自
己
意
見
を
表
現
で
き
る

自
己
意
見
で
人
を
説
得
で
き

る

自
己
意
見
を
発
表
で
き
る

69



あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

自
己
意
見
を
英
語
で

表
現
で
き
る

相
手
の
立
場
を
考
え
て

行
動
で
き
る

自
己
と
異
な
る
意
見
を

理
解
で
き
る

物
事
を
客
観
的
に
判
断
で
き

る

異
な
る
意
見
を

尊
重
で
き
る

異
な
る
価
値
観
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

異
な
る
価
値
観
と
協
力
し

新
価
値
観
を
創
出
で
き
る

ツ
ー
ル
で
情
報
を
調
べ
て

入
手
で
き
る

情
報
の
信
憑
性
を
冷
静
に

判
断
で
き
る

課
題
解
決
の
た
め
に
目
標

計
画
で
き
る

課
題
解
決
の
た
め
に
計
画

実
行
で
き
る

日
本
文
化
に
興
味
が
あ
る

外
国
文
化
に
興
味
が
あ
る
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あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

文
化
の
差
異
を
指
摘
し

理
解
で
き
る

日
本
や
世
界
の
出
来
事
を

理
解
し
て
い
る

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を

説
明
で
き
る

外
国
の
ニ
ュ
ー
ス
を

説
明
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
の
意
味
を

説
明
で
き
る

国
際
の
意
味
を

説
明
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
と
国
際
の

意
味
の
違
い
説
明
で
き
る

世
界
の
課
題
の
原
因
を

理
解
し
て
い
る

世
界
の
課
題
の
影
響
を

理
解
し
て
い
る

世
界
の
課
題
を
身
近
に

結
び
付
け
ら
れ
る

世
界
の
課
題
は
若
者
が

必
ず
解
決
で
き
る
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リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
許
容
力

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

逆
境
に
耐
え
、
粘
り
強
く
課
題
に
取
り
組
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

競
合
他
者
と
の
競
争
力

現
状
を
分
析
し
、
未
来
を
予
測
す
る
先
見
性

高
度
な
知
識
を
備
え
た
専
門
性

新
し
い
考
え
や
価
値
観
を
生
み
出
す
創
造
性

世
界
や
社
会
に
対
す
る
貢
献
力

利
益
や
成
功
を
追
求
す
る
向
上
心

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
許
容
力

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

逆
境
に
耐
え
、
粘
り
強
く
課
題
に
取
り
組
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

競
合
他
者
と
の
競
争
力

現
状
を
分
析
し
、
未
来
を
予
測
す
る
先
見
性

高
度
な
知
識
を
備
え
た
専
門
性

新
し
い
考
え
や
価
値
観
を
生
み
出
す
創
造
性

世
界
や
社
会
に
対
す
る
貢
献
力

利
益
や
成
功
を
追
求
す
る
向
上
心

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
許
容
力

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

逆
境
に
耐
え
、
粘
り
強
く
課
題
に
取
り
組
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

競
合
他
者
と
の
競
争
力

現
状
を
分
析
し
、
未
来
を
予
測
す
る
先
見
性

高
度
な
知
識
を
備
え
た
専
門
性

新
し
い
考
え
や
価
値
観
を
生
み
出
す
創
造
性

世
界
や
社
会
に
対
す
る
貢
献
力

利
益
や
成
功
を
追
求
す
る
向
上
心

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

世
界
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
に

1番
目
に
必
要
な
素
質

世
界
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
に

2番
目
に
必
要
な
素
質

世
界
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
に

3番
目
に
必
要
な
素
質

視
野
が
広
が
っ
た

新
た
な
発
見
や
思
考
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た

世
界
の
出
来
事
へ
の
興
味
が

深
ま
っ
た
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は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
り

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た

社
会
問
題
に
高
校
生
が
で
き

る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
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